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特 集

3月に関東で開催したFIA主催のマスターズスイミング選手権大会では参加人数が大幅に復調傾向をみせた。
ポストコロナの新しい日常が到来した今日、

9月の関西大会ではすべての制限が解除されるのでコロナ禍前の規模に戻ることが予想される。
そこで、今号では、『FIAマスターズスイミング選手権大会“参加メリット”徹底検証！』と題して、

会員のクラブの定着率維持・促進はもちろん、
新規顧客獲得の一つの手段とすることの可能性について提案したい。

FIAマスターズスイミング選手権大会
“参加メリット”徹底検証！
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のエントリーにお誘いすることでクラ

ブの定着率維持・促進はもちろん、新

規顧客獲得の一つの手段とすることの

可能性についてご提案させていただき

ます。

あらためて
水泳を日々の運動習慣に
取り入れることの
意義について

1．心肺機能の強化：

　水泳は有酸素運動の一つであり、心

肺機能を強化するためにはうってつけ

の運動です。水に浮かぶことで血流が

促進され、心臓や肺の機能が高まりま

す。

2. 筋力のアップ：

　水泳は全身を使う運動であり、特に

腕や背中、脚など大きな筋肉を使いま

す。そのため、筋力のアップや筋肉の

トーンアップに効果的です。

3. メンタルヘルスへの効果：

　水泳は水中での浮遊感があるため、

身体の重さを感じにくいという特徴が

あります。このため、水泳をすること

で心身ともにリラックスし、ストレス

解消効果が期待できます。

4. けがの予防：

はじめに

　FIAでは年間に2回のマスターズス

イミング選手権大会を独自開催してい

ます。もちろん、日本マスターズ水泳

協会公認の大会で、成績タイムは公認

記録として登録されます。

　世界選手権やオリンピックにおいて

も日本選手の活躍はめざましく、マス

ターズスイミング大会への参加者も

年々増加傾向にあるようです。

　FIAのマスターズスイミング選手権

大会は、コロナ禍においては様々な人

数制限等によって参加者数の大幅な減

少を余儀なくされましたが、できる限

り続けることの重要性を優先して運営

してまいりました。

　お陰様で、3月に関東で開催した

FIA主催の同大会では参加人数が大幅

に復調傾向となり、9月の関西大会で

はすべての制限が解除されるのでコロ

ナ禍前の規模に戻ることが予想されま

す。

　本特集では、ポストコロナの新しい

日常が到来した今日、プールを持つフ

ィットネス施設においてプールを利用

されているお客様や、現在プールは利

用されていないけれども水泳競技の経

験があるお客様をマスターズ水泳大会

　水泳は低負荷であり、関節に負荷を

かけることが少ないため、運動障害や

けがの予防にも効果があります。

　水泳を日々の運動習慣に取り入れる

ことで、健康やストレス解消、けがの

予防など多くのメリットがあります。

そしてもちろんですが、マスターズ大

会参加という目標を持つことで自分自

身のスキルアップや大会に参加するこ

とでの成功経験の積み重ねによって、

QOLを向上させることにつながりま

す。

　次に、お客様のマスターズスイミン

グ選手権大会への参加を積極的にサポ

ートすることによる、提供側が獲得で

きるメリットについて考えてみましょ

う。

1. 顧客維持：

　クラブ会員がFIAマスターズスイミ

ング選手権大会に参加することにより、

スポーツに取り組む意欲が高まります。

それに伴って、クラブに対する興味や

顧客ロイヤリティが高まり、会員の継

続的な参加を促進することにつながり

ます。

2. クラブの知名度向上：

　クラブ会員がFIAマスターズスイミ

ング選手権に参加し、好成績を収める

ことにより、水泳に関心がある層を中

心にクラブの知名度が向上します。そ

れによって新規会員獲得につなげるこ

とができるでしょう。

3. 社会貢献：

　FIAマスターズスイミング選手権は、

地域のスポーツ振興に貢献するスポー

ツイベントです。クラブが会員の参加

を支援することにより、社会貢献につ

ながることが期待できます。

2023年（令和5年）6月12日
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「皆で100歳になったらリレーに出場

しよう！」と目標にされている方達も

いらっしゃいます。「その頃は私も引

率できない」と言うと、「私らが引率

したるわ！」と逆に励ましを受けるほ

どで、そのときが来るのを楽しみにし

ているところです。

　このように、年を重ねることをむし

ろ楽しみ（？）にされているような話

をしていると、気持ちも前向きになり

ますし、何事にも挑戦することに年齢

は関係ないとも思わせてくれます。仲

間との交流や、100歳まで楽しく健康

に生きることなど、マスターズ水泳大

会の開催・参加は日本の高齢社会を生

きる人々において大きな意義があるの

ではないかと常日頃考えています。

サポート体制・イベント等の
実施とその成果

ベテランスイマー向け

　大会に参加するにあたって、コーチ

も参加をすることが大きなサポートに

なっているのではないかと考えていま

クラブとしての意義・メリット

「人生100年時代」と言われる現代、

マスターズ水泳は健康寿命を延ばす一

助となっているものと考えています。

　マスターズのクラスには様々な年代

の方が参加しており、日々練習に励ん

でおられます。健康のため、大会に参

加するため、日頃のストレス解消等、

目的も目標も様々です。とりわけ、マ

スターズ水泳大会では年齢毎に区分さ

れており、各年齢に応じて目標を持つ

ことができます。

す。「コーチも出るので、出てみませ

んか？」となれば、大会への敷居はグ

ッと下がり安心感も得ていただけてい

ると考えています。

エントリーレベル向け

　公認のマスターズ水泳大会に出るの

はまだまだハードルが高いと考えてい

らっしゃる方も少なくありません。そ

こで社内で年に一度、通信マスターズ

という大会を行っています。これは各

スクールでタイムを計測し集計した結

果を全国ランキングとして発表する大

会です。

　いつものホームプールでいつものコ

ーチがタイムをとるので、皆さん和気

あいあいと楽しい雰囲気で参加してく

れています。ここで楽しさを知ってい

ただき、次のステップへとつなげてい

きたいと常々考えています。

2023年（令和5年）6月12日

大会参加サポートに取り組むクラブの声

株式会社ジェイエスエス

マスターズ水泳は
健康寿命を
延ばす一助

　多くのFIA加盟クラブが、各店舗のマス
ターズスイマーの大会参加を積極的にサ
ポートされています。ここでは主に以下のポ
イントについて、各社より実際の声をいた
だいていますのでご紹介いたします。

＞お客様に対して、FIAマスターズスイミング選手権
大会参加をクラブとして積極的にサポートに取り組
むことの意義やメリット。

＞マスターズスイマーの方々の大会参加をサポート
する具体的取り組みやイベント（練習会等）、及び
その成果も含め。

1

JSS富雄
スイミングスクール

ヘッドコーチ

澤 央浩 氏
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きと練習に取り組まれるようにも…。

　大会当日は、個人種目、リレー種目と

もに練習の成果を発揮され、465チー

ム中、総合15位。その結果には、参加

されたお客様全員が大変満足されてい

ました。大会後、プールサイドに大会

結果を掲示すると、エントリーされなか

ったお客様、フリー遊泳のお客様も興

味を持って見てくださり、次の大会へ

のモチベーションが上がりました。

　お客様同士で次はもっと多くのお客

様で参加し、得点を取れる種目に出よ

う！　リレーをたくさん組もう！　な

どの話が出ており、すでに来年に向け

た作戦会議が始まり、お客様同士のつ

ながりが強くなったと感じています。

　FIAマスターズスイミング選手権大

会は、いくつになってもチャレンジで

き、仲間と目標を共有し一緒に楽しみ、

人と人とのつながりができる大会だと

思います。

サポート体制・イベント等の
実施とその成果

　ルネサンスでは、マスターズのレッ

スンプログラムがレベル分けで設定さ

れています。

　初めて大会出場を目標とする「エン

ジョイマスターズ」は、競技規則に則

った泳ぎ、スタート、ターンの練習、

基礎体力向上の練習を行います。一方、

大会出場でベストタイム更新、新しい

種目にチャレンジすることを目標とす

る「スペシャルマスターズ」は、スピ

ード向上、より速く泳ぐためのテクニ

ック習得の練習を行います。　

　日頃から、練習と大会のつながりを

意識して、大会参加を目指すお客様へ

クラブとしての意義・メリット

　ルネサンス海老名ビナガーデンズは、

2022年8月にオープンしたクラブで、

2023年3月に行われたFIAマスターズ

スイミング選手権大会が、クラブとし

て初めて出場した大会でした。

　大会出場にあたっては、チームが一

体となり大会で日頃の練習の成果を出

せるよう、プールサイドに大会までの

練習計画を掲示し、お客様、コーチと

もに大会での目標、練習計画を共有で

きるようにしました。それらを共有す

ることで、お客様、コーチとも練習へ

のモチベーションが向上し、チームと

して一体感が生まれました。

　また、FIAマスターズスイミング選

手権大会はチーム対抗戦のため、練習

中はお客様同士、あるいはお客様とコ

ーチとのコミュニケーションが自然に

育まれていきました。さらに大会が近

づくにつれ、エントリーされている方

はもちろん、エントリーされていない

方も一緒になって練習に積極的に取り

組まれ、エントリーされている方を応

援したり、目標を共有したり、生き生

のサポートをしています。大会に参加

されるお客様は、初出場の方、ベスト

タイムを更新したい方、リレーを楽し

みたい方など、目標が一人一人異なり

ます。お客様全員のそれぞれの目標を

尊重し、楽しめるようにレッスンを行

っています。

　2023年3月のFIAマスターズスイミ

ング選手権大会出場人数は、各企業の

中で、ルネサンスが最も多く参加しま

した。大会当日は、参加されるお客様

が安心して競技に出場できるよう、ル

ネサンス全社一丸となりルネサンスチ

ームとして「お客様へのサポート」体

制を組んでいます。お客様へのサポー

トメンバーは、各クラブから派遣され

たスタッフで、出場されるお客様への

会場案内・応援・ラップタイム計測・

問い合わせや質問対応などを行います。

　一人で出場される方や、所属クラブ

コーチの引率がない方でも、サポート

メンバーがルネサンスのすべてのお客

様をサポートします。ルネサンスチー

ムとしてお客様をサポートをすること

で、お客様は安心して競技に参加でき、

スタッフは他クラブのお客様やスタッ

フと交流できる機会となり、マスター

ズの情報共有をしています。

　また、ルネサンスでは年に一度、日

本マスターズ水泳協会公認の「ルネサ

ンスマスターズ水泳競技大会」を開催

しています。お客様に、また参加した

いと思っていただける大会になるよう、

「チーム対抗戦」「10年・20年連続

出場表彰」などのイベントも行います。

　競技運営は、競技規則や競技会運営

に精通したスタッフが、実行委員とし

て準備から当日の競技役員として運営

2023年（令和5年）6月12日

株式会社ルネサンス

練習と大会の
つながりを意識して、
大会参加を目指す
お客様をサポート

2

スポーツクラブルネサンス
海老名ビナガーデン24

スイミングチーフ
(一社)

日本マスターズ水泳協会
競技委員

伊香 綾子氏
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お客様の失格0」を目標に、定期的に

各クラブのマスターズ担当者へ、社内

研修を実施しています。社内研修では、

練習計画の作り方、指導方法、競技規

則、競技会運営方法、大会エントリー

方法など、マスターズに関する様々な

内容について教育を受け、研修を受講

できなかった所属クラブのコーチへも

します。お客様はもちろん、スタッフに

とっても、年に一度の、皆で目指す目

標の大会になるよう取り組んでいます。

「ルネサンスマスターズ水泳競技大

会」は公認大会のため、出場されたお

客様がレースで失格にならないよう、

日頃の練習の中で、失格しない泳ぎの

練習が必要になります。「出場された

研修内容を共有するように取り組み、

ルネサンス全体のマスターズ活動の品

質向上に取り組んでいます。

　このような様々な取り組みを継続的

に実施することで、ルネサンスのマス

ターズがより活気づき、さらにはマス

ターズ水泳全体を盛り上げていきたい

と思っています。

　練習会はアットホームで初めて参加

する方にも優しく対応しているので、

皆さんとても仲が良くまるで家族のよ

うです。チームとして練習することで

継続意欲が向上したり、目標達成の喜

びを分かち合うことができます。

　私たちは、いくつになっても新しいこ

とに挑戦し、ひたむきに練習するマスタ

ーズスイマーの皆さんを、今後もサポー

トし続けていきたいと思っています。

サポート体制・イベント等の
実施とその成果

・特別練習会

　試合会場でのウォーミングアップの

仕方、招集の対応などの説明に加え、

スタート台にあがるタイミングやゴー

ル後の退水方法など、競泳やレースに

ついての説明を行います。これまでマ

スターズスイミングの大会に出場経験

がない方でも不安なく、レースに臨め

るようアドバイスなどを行っています。

・飛込練習会

　大会1カ月前には、週に1回の飛込

練習会を実施しています。通常、フリ

ー遊泳などでの飛込は禁止されている

プールがほとんどです。一度も飛込の

練習をしないまま出場することがない

よう、期間を限定して練習会を行いま

クラブとしての意義・メリット

　コナミスポーツクラブには古くから

各店舗にマスターズスイミングコース

があり、店舗によっては30年以上の歴

史があります。特にマスターズスイミ

ングが盛んな洋光台店では50～60人の

マスターズ登録者が在籍されています。

　洋光台店での練習会は週2回(水曜日

昼・土曜日夜）。参加者は30人前後

で4レーンを使用し、それぞれのレベ

ルに合わせて泳ぐ距離や練習メニュー

などを設定しています。洋光台店の会

員様に限らず、他店の会員様にもご利

用いただいており、年齢層も幅広く、

18～98歳までのスイマーが楽しく練

習しています。

す。飛込練習時は必ず社内の飛込指導

ライセンスを保有しているスタッフが

指導を行い、安全面に十分に配慮して

実施しています。

・初心者の方への対応

　マスターズ登録をしていない方でも

参加できる社内大会も開催しており、

初めての方でも安心して始められるよ

うな環境を整えています。マスターズ

コースに参加いただいた際には、水中

スタートの方法からテクニック練習ま

で、それぞれのレベルに合わせた指導

を行っています。大会への出場を目指

して、一から飛込の指導をしたり、飛

込が怖い方には飛込なしでも大会に参

加できることをお伝えして、たくさん

の方に間口を広げています。

・経験者の方には

　これまでの試合の結果を踏まえて、

テクニック・体力面などでのアドバイ

スをしながら練習に参加していただい

ています。

　水泳は何歳になっても始められる・

続けられるスポーツです。たくさんの

方にマスターズスイミングを末永く続

けていただけるよう、今後もサポート

やアドバイスを行ってまいります。

2023年（令和5年）6月12日

コナミスポーツ株式会社

マスターズスイマーの
皆さんの
ひたむきな努力を
今後も末永く
サポートしていきたい

3

コナミ
スポーツクラブ

洋光台
スイミングコーチ

高橋 邦子 氏
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大会より≪80～84歳≫の部に出場し

ています。

——水泳歴について教えてください。

藤巻　水泳を始めたのは中学３年生か

らです。若い頃は、スイミングクラブ

でコーチをしていましたが、２人目の

子どもが生まれたときに転職し、同時

にあらたな仕事の関係で水泳からも足

が遠ざかっていました。その後、約

30年間のブランクを経て60歳になっ

てから再開し、本格的にマスターズ水

泳大会を目指すようになったのは定年

退職後の62歳からです。

——練習頻度、練習量などについて教

えてください。

藤巻　普段の練習は甲府市の“なかだ

てスイミングスクール”で、土日以外

——出場された3種目中、2種目で世

界新、1種目で日本新の快挙、おめで

とうございます。

藤巻　ありがとうございます。200ｍ

自由形でも世界記録にあと一息だった

のですが、最後はちょっと力尽きてし

まいました（笑）。一方で、100ｍ自

由形で更新した記録は、それまでの

11秒台を８秒台にまで縮めたものだ

ったので、おそらく私が生きているう

ちは破られない記録だろうと自負して

います（笑）。

——現在の年齢を教えていただけます

か？

藤巻　79歳（昭和18年7月生まれ）

です。ただし、マスターズ水泳大会は

暦年齢で区分されているので、今年の

の月曜から金曜、ほぼ毎日プールに入

っています。75歳の頃までは1日

2500ｍ、そして75歳を過ぎてからは

やはり年齢を考慮し2000ｍくらいに

抑えています。時間にすれば、1時間

15～20分ほどでしょうか。泳ぎ以外

のトレーニングは特別に行っていませ

ん。

——水泳はご自身の身心の健康にどの

ような好影響を与えているとお考えで

すか？

藤巻　70歳の頃、練習前のアップの

ときに、ん？　ちょっとおかしいな、

いつもと違うな…という感覚が2日続

けてありました。そこで、病院に行っ

て検査してみると、心筋梗塞だという

ことで、即入院となったのですが、早

2023年（令和5年）6月12日

参加者の声

世 界 新 記 録 更 新！

藤巻 智さん
（79歳・山梨県甲府市、チーム・風林火山所属）

●FIAマスターズスイミング選手権大会2023主な記録
≪80～84歳≫区分
・男子自由形50m　 世界新記録（タイム：31.23）
・男子自由形100m　世界新記録（タイム：1.08.76）
・男子自由形200m　日本新記録（タイム：2.40.87）

85歳になったときにも
また世界記録を更新したい！

去る3月に千葉県国際総合水泳場において開催されたFIAマスターズスイミング選手権大会は、
コロナ禍明けを告げる活気あふれる大会となり、空前の新記録ラッシュとなりました。

主な記録としては、大会新記録、日本新記録、そして世界新記録となります。
その中でも世界新記録を複数叩きだした本大会はマスターズスイマーの世界でも大きな話題となりました。

その世界記録を樹立したマスターズスイマーとはどのような方々なのでしょうか。
　ここでは、出場された選手を代表して、

お二人にインタビューをさせていただきましたのでご紹介させていただきます。

記念インタビュー 1
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くはない。いや、むしろ苦しいもので

ある、と。加えて、それが“選手権大

会”という名称の下に行われるもので

あるからには、やはり順位はもちろん、

記録にもこだわりたいと思っています。

——あえて苦しいほうを選択されたと

いうわけですね。

藤巻　私にとって、記録を更新し、日

本新、世界新をつくることは、もはや

生きがいになってしまいましたからね

（笑）。実は、70歳のとき、五ヶ年

計画を立てて75歳で世界記録をつく

ることを想定した練習に取り組み始め

たんです。すると、実際に75歳で世

界記録を更新することができた。さら

に75歳のときには80歳での世界記録

更新を狙って、こうして目標を達成す

ることができたというわけです。

——記録更新は想定内だったというわ

けですね。とすると、いまは…。

藤巻　はい、元気でいれば、85歳で

——練習頻度、練習量などについて教

えてください。

宮本　普段は、トライアスロンチーム

の人たちと一緒に、チームが借りてい

るスポーツクラブや市営プールで練習

期発見ということで軽くおさまったの

は幸いでした。そのとき思ったのは、

運動をしているからと過信してはなら

ないし、一方で運動を継続していたか

らこそ、コンディションの微妙な変化

にも気づくことができたのではないか

ということ。以降は、運動前に心拍数

を測ったりなど、より健康管理に努め

るようになりました。

——藤巻さんにとってマスターズ水泳

大会とはどういった存在ですか？

藤巻　自身の闘志をかきたててくれる

ものですね。私は、同じ水泳であって

も、健康を目的に行うフィットネスス

イムと常に自己ベストを目指す競泳と

はきっちりと棲み分けするが必要があ

るのではないかと考えています。前者

は決して無理をせず楽しく取り組める

ものですが、後者はタイムを争うとい

う競技。したがって、もし選手として

挑もうとするのであれば、決して楽し

——まず水泳歴から教えてください。

宮本　4歳の頃から始め中学まで泳ぎ

続け、その後、一時中断していました

が、20歳のころから再開し現在に至

ります。

また世界記録をつくりたいと思ってい

るので、いまはもう、そのための練習

に励んでいるところです。

——最後に、後進のマスターズスイマ

ーの方々へアドバイスをいただければ

と思います。

藤巻　自分に合った泳ぎ、すなわち自

身の個性を生かした泳ぎに磨きをかけ

続けること。コーチの意見を聞くこと

ももちろん大事ですが、さらにもう一

段階ステップアップするためには、自

分自身の個性をつくり、それを信じる

ということでしょうか。それこそが、

たとえ歳をとっても記録を維持し続け

ることはもちろん、さらなる記録の更

新にも結び付く原動力にもなるのでは

ないか、というのが私の考え方です。

もちろん、私自身もますます個性に磨

きをかけて、先ほど申し上げたように、

85歳になったときにもまた世界記録

を更新したいと思っています。

させてもらっています。練習は週３～

４回。1回につき約1時間30分くらい

で、3000～3500ｍ泳いでいます。

また、息子が大学で学んだという陸上

で行うトレーニング——例えば、体幹

2023年（令和5年）6月12日

世 界 新 記 録 更 新！

宮本知枝さん
（55歳・福岡県北九州、KSGときわ所属）

●FIAマスターズスイミング選手権大会2023主な記録
≪ 55～59歳 ≫区分
・女子平泳ぎ200m　世界新記録（タイム：2.58.77）
・女子平泳ぎ100m　日本新記録（タイム：1.22.75）
・女子平泳ぎ50m　 大会新記録（タイム：38.13）

FIAマスターズスイミング選手権大会は、
自分自身の誇れるパフォーマンスが
発揮できる貴重な場

記念インタビュー 2
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——宮本さんにとってマスターズ水泳

大会とは？ 

宮本　生きがいです。私たちみたいに

中年層になると、若い人たちのように

人様に向けてアピールできるような機

会はなかなかないので、自分自身の誇

れるパフォーマンスが発揮できる貴重

な場なのかなと思っています。

——最後に今後の目標についてお聞か

せください。

宮本　8月に世界マスターズ水泳選手

権2023九州大会が地元福岡で開催さ

れるので、今大会よりもさらに速いタ

イムで世界新記録を出せればいいなと

思っています。ただ、その一方で、も

う現役選手ではないし、今後、もう日

本で出場できるかどうかもわからない

ので、楽しんで泳ぐことも忘れずに頑

張りたいと思います（笑）。

トレやチューブトレ、あるいはダンベ

ルトレなどを教えてもらって、週に数

回、早朝、仕事に行く前に実施してい

ます。

——水泳を継続されてきたことによる

身心への好影響にはどんなことがあり

ますか？

宮本　人は年齢を重ねるに従って体形

も徐々に変わっていくものですが、水

泳をやっていることで体のラインもキ

レイに維持できると同時に、プール内

の塩素のおかげなのか、肌もツルツル

で若々しく見られることでしょうか

（笑）。

　また、コロナ禍においては自粛を余

儀なくされていましたが、それより少

し前から関東の大会にまで出かけるよ

うになって、同じ志をもって取り組む

たくさんの仲間が増えたことも、私に

とって大きな財産となっています。大

会に出かけるたびに、会食をしたりプ

チ旅行をしたりという、仲間とともに

楽しく過ごせる時間を共有できること

になによりも幸せを感じています。仲

間に会うために、日々の練習も頑張れ

るし、それによって精神面も強くなっ

てきたような気がして、まさに相乗効

果といえるのではないでしょうか。

——日々の練習ではご自身を相当に追

い込まれているのでしょうか？

宮本　いえ、決して無理はせず、年齢

に応じた練習を心がけています。気持

ちが乗らなければ泳がないし、自分自

身がきついと思えば練習メニューを変

更したり、一方で今日はコンディショ

ンがよいと思うときには少し強度を上

げてみようかなとか。要は、抜くとこ

ろは抜く、追い込むところは追い込む

というふうに、自分の意思でメリハリ

をつけて柔軟に対応することが長続き

できる秘訣ではないかと思います。

——といわれつつも、世界新記録を達

成されたのはすごいですね。

宮本　たまたまラッキーだっただけで

す。実は、水泳を始めたころは自由形

を得意種目としており、再開してから

も大会には自由形で出場していたので

すが、タイムも次第に停滞してきたの

で、心機一転、一番苦手だった平泳ぎ

に挑戦してみよう、と。すると、いつ

の間にか平泳ぎのほうが得意種目にな

っていました（笑）。

——トライアスロンチームのコーチに

フォームチェックなどの指導は受けら

れているのですか？

宮本　いえ、チームとしての練習があ

り、私の指導に時間をとられては申し

訳ないので、タイムを計測してもらう

くらいです。したがって、YouTube

で現役選手の泳ぎを見たり、また大会

役員なども務めているので、若い選手

たちの泳ぎを見て独学で勉強していま

す。それが、自分なりの工夫といえる

でしょうか。

——FIAマスターズスイミング選手権

大会の雰囲気はいかがでしたか？

宮本　仲のいいスイマーの友人から

「FIAの大会はとてもいいよ」とは聞

いていたのですが、実は、FIA加盟企

業のクラブに所属していなければ出場

できないと思っていました。ところが、

「大丈夫、出られるよ」と。せっかく

関東まで行くのであれば、スイマー仲

間からの評判も高い大会に出て、世界

記録を狙いたいと思っていましたから、

今回、それが実現できて、とてもうれ

しい気持ちでいっぱいです。これはお

世辞でなく、本当に素晴らしい大会で、

私もほかのスイマー仲間にぜひ推薦し

たいと思っています。

2023年（令和5年）6月12日

FIAマスターズ
スイミング選手権2023
秋季関西大会
エントリー受付開始迫る！
　FIAマスターズスイミング選手権大会の秋季大
会は、毎年秋にマスターズスイミングフェスティバル
という名称で短水路設定にて開催しておりました
が、今年度より『FIAマスターズスイミング選手権
2023 秋季関西大会』として長水路設定にて開
催いたします。
■日時：2023 年９月2４日(日)
■会場：京都アクアリーナ
　初エントリーも大歓迎です。皆様のお申し込みを
お待ちしております。詳細は下記URLからご確認く
ださい。

（https://fia.or.jp/masters_champ_kansai2023/）

■FIAでは今大会に以下の内容でご協賛いただ
ける企業様を募っております。

１）ロビーラウンジにおけるPRデスク出展（有人・無
人どちらでも可）

２）FIAマスターズ公式ウェブサイトへのロゴ表示
３）当日参加者へお配りするプログラムへの広告

出稿
詳細は下記URLをご確認ください。

（https://fia.or.jp/public/24833/）

（主催：お問合せ先)
一般社団法人 日本フィットネス産業協会
〒101-0044 東京都千代田区鍛冶町２－２－３ 
第三櫻井ビル６Ｆ
電話：03-5207-6107 
FAX:03-5207-6108 
masters@fia.or.jp
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F I A からのお知らせ

　FIAがスタートさせる事業として、フェーズ１（2023）＝理事ク
ラブによる実施検証、フェーズ２（2024）＝加盟クラブによる本
格取り組み、という予定をお伝えしていたところですが、東京都や
国などによる共同事業・プロモーションが前倒しで計画されてお
り、フェーズ２の本年中スタートが見込まれます。
　事業の準備状況をご報告します。

※各方面の協力を得た試行測定会

　４社約20クラブの協力により378名の測定を実施し、安全な
測定手法・データ処理などの検証を継続。連携を検討中の東京
都からも視察。フィットネスを応援する国会議員の団体測定も実
施。
※従来の体力測定（64歳まで）を超える年代の方に向けた測定
項目・実施手法を部会により検討。
※広くクラブや団体に実施していただく際のマニュアルを部会に
より検討。

FIA全国カラダ年齢測定―フィットネス体力テスト―1

●スイミングファンの皆さんへ呼びかけをお願いします。
　FIAが主催する2つのマスターズスイミングのうち、9月最終日
曜日、京都アクアリーナでの大会は「スイミングフェスティバル」
から「スイミング選手権大会」に衣替えとなり、長水路（50M）
での開催となります。
　またオープン大会としてFIA加盟クラブ以外のマスターズチームも
参加できるようになります。より深みのある競技会への参加をクラブの
会員様へ呼び掛けてくださいますようお願いいたします。クラブ内掲
示用のポスターデザインも掲載していますので、ぜひご活用ください。

※9月24日（日）、京都アクアリーナ（西京極）
　参加要項はFIAホームページ（https://fia.or.jp/masters_champ_kansai2023/）
に掲載しています。エントリー手続きは7月３日から８月７日の間
です。

●参加者へ向けた商品や企画のPRにもご利用ください。
　大会Webサイト・プログラムへの掲載、当日会場内プロモーシ
ョン（配布・出展）などが可能です。FIAホームページ（https://
fia.or.jp/public/24833/）でご案内しています。

FIAマスターズスイミング選手権2023 秋季関西大会3

　本年度定時総会は６月16日に行います。議決権者である正会
員代表者にはご案内しています。
　総会後の記念イベントのご案内はすべての会員の皆様へお届
けしており、12日が締め切りとなります。お早めにお手続きください。
　　

（１）15:30～16:30　11階　Kルーム
　FIA総会シンポジウム（無料）（1社3名まで/無料/会場定員
120名/web視聴もあり）
　FIA全国カラダ年齢測定フィットネス体力テスト事業を活かし
た事業拡張への取り組みの可能性
　フィットネス体力テスト事業のテストマーケティングとしての取
り組みがいよいよ始まりました。このシンポジウムでは、ここまで
の取り組み事例をご報告すると共に、実際に取り組みの仕組み
づくりから参画していただいた企業担当者様にご登壇いただき、
実施状況、この先に求めていく事業戦略への組み込みの狙いに
ついて、お聞かせいただける限りお話しいただきます。

（パネリスト）
●相澤 敬 氏　（株）ティップネス/フィットネス体力テスト実行委員
●長田 修 氏　（株）ダンロップスポーツウエルネス/
　　　　　　　　　フィットネス体力テスト実行委員
●東 武史 氏　（株）ルネサンス/フィットネス体力テスト実行委員

（進行）
（一社）日本フィットネス産業協会　事務局長　松村 剛
　　　　

（２）17:00～18:３0　13階　Aルーム会員交流会（有料）
　　　　　　　　　　　　　 （会場：Aルームに変更）
①FIA会長挨拶
②来賓ご挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
③新規入会企業ご紹介
④乾杯・歓談
■参加費：1人目2,000円　2人目以降1人あたり5,000円

総会並びに記念イベント2
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F I A からのお知らせ

　FIA はSPORTECに特別協力団体として参画しています。本
年度は東京・福岡での開催となります。
※東京ビッグサイト　８月２日（水）～４日（金）
※マリンメッセ福岡　12月13日（水）～14日（木）

＜東京会場におけるFIA×SPORTECセミナー＞
エントリーはSPORTECホームページ「セミナー・イベント」から
お願いします。
（６月下旬公開予定）
●8月2日（水）　13:00～14:30
FIA×SPORTECセミナー❶　FIAトップセミナーPart１

「アフターコロナ時代のフィットネス産業復活へのロードマップ」
　長かったコロナ禍のトンネルからようやく抜け出したものの、
エネルギーコスト上昇、資材高、人件費高騰など、世界情勢の不
安定化から誘発される様々な空前の困難に対峙しているフィット
ネス産業。
　コロナ禍以降スモールジムやパーソナルジム、その他バジェッ
ト業態等の増加傾向の中で、次なるフィットネス産業の復活に向
けた総合業態を主軸とする企業が進むべき道を、日本のフィット
ネス産業を代表する三社の経営トップによるパネルディスカッシ
ョン形式で見据えます。

【パネリスト】
岡本 利治 氏　（株）ルネサンス 代表取締役執行役員　
岡部 智洋 氏　（株）ティップネス 代表取締役社長
室田 健志 氏　コナミスポーツ（株） 代表取締役社長

【ファシリテーター】
（一社）日本フィットネス産業協会 専務理事　吉田 正昭

●8月2日（水）　15:00～16:30
FIA×SPORTECセミナー❷　FIAトップセミナーPart２

「フィットネス産業復活のための新たな経営戦略を考える」
　コロナを経て世界で急速に拡大するウェルネス産業は、健康
づくり、美容、レジャー、マインドフルネス、リカバリーなどあらゆ
る産業と繋がり、世界のキーワードとなってポストコロナの成長
産業となっています。
　この波に乗り、日本のフィットネス産業が大きく次のステップ
に成長するための道をFIAボードメンバーによるパネルディスカッ
ション形式で示していくセミナーです。

【パネリスト】
大友 康彰 氏　（株）COSPAウエルネス 代表取締役社長
田畑 晃 氏　　（株）ダンロップスポーツウエルネス 顧問
小林 利彦 氏　野村不動産ライフ＆スポーツ（株） 代表取締役社長

【ファシリテーター】
（一社）日本フィットネス産業協会 専務理事　吉田 正昭

●8月3日（木）　15:00～16:30
FIA×SPORTECセミナー❸　FIAトップセミナーPart３

「健康インフラであるフィットネスの地域ドミナント戦略」
　高齢化が進む日本において、健康インフラであるフィットネス
の役割は、国民だけでなく行政からも大きな注目を集めています。
　今回のFIAセミナーでは、地域に密着し、ジムやスクール運営、
ブティック型店舗等、人々が集まるコミュニティを形成し、健康イ
ンフラの地域一番店としてさらに成長を目指すための戦略を語っ
ていただきます。

【パネリスト】
笠原 盛泰 氏　アイレクススポーツライフ（株） 代表取締役会長　
西村 仁宏 氏　グンゼスポーツ株式会社 代表取締役社長
古泉 有浩 氏　（株）フジ・スポーツ＆フィットネス 代表取締役社長　

【ファシリテーター】
（一社）日本フィットネス産業協会 事務局長　松村　剛

●8月4日（金）　15:00～16:30
FIA×SPORTECセミナー❹　

「現場力、支配人マネジメント力向上のための特別セミナー」
　収益最大化のための施設マネジメント手法を考えるセミナーで
す。会員数の減少や様々なコスト高など、今までにない苦境に立
つクラブ運営において、現場支配人や本社運営がどうやって利益
を出す仕組みを作るのか。
　このFCM1級技能士の現役支配人による対談セミナーは、運
営を効率化し、収益を底上げし、最大限の利益を向上させるため
の様々な施策を考えるセミナーです。

【パネリスト】
セントラルスポーツ（株）
加藤 晴王 氏（１級技能士　セントラルフィットネスクラブ金沢店及
び野々市店 支配人）
野村不動産ライフ＆スポーツ（株）
田中 克宜 氏（１級技能士　メガロス立川 支配人）

（株）ルネサンス
井口 和久 氏（１級技能士　ルネサンス岐阜及びコクールルネサン
ス名古屋 支配人）

【ファシリテーター】
（一社）日本フィットネス産業協会　FCM検定事業統括マネージャー
　韮沢 靖彦　

SPORTEC4
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NEW MEMBERS 新規加盟企業紹介

▶▶▶企業PR
　株式会社hacomonoは、ウェルネス産業の店舗における入会手続きや予約・決済が
お客さま自身のPCやスマホ端末からオンラインで完結し、店舗での事務手続きや支払
い手続きが大きく削減できるクラウドサービス「hacomono」を販売しています。店舗側
では、月謝の引き落としや未払い徴収に関するオペレーションが自動化され、スタッフ業
務の大幅な省力化を図ることができます。
　2019年3月にサービスをリリースし、これまでに3,000店舗以上が導入しています。

▶▶▶主要商品・サービス
「hacomono」は総合フィットネスクラブやパーソナルジムを含めた多くの施設で導入さ
れています。
　これまでお客さまに店舗にて、紙に記入いただいていた入会手続きや、フロントや電
話で受付けていたスクールの欠席・振替対応などが、24時間、オンラインで実施できる
ようになることで、顧客体験の向上と、施設運営の効率化を同時に実現します。
　ウェルネス施設の運営に必要な充実した機能をそろえていることや、幅広い年代の
方が使いやすく、また施設ブランディングを維持できる優れたUI/UXが好評を得て、導
入店舗は年々増えています。

導入施設：総合フィットネスクラブ、パーソナルジム、24時間ジム、インドアゴルフ、ヨガ・
ピラティススタジオ、ダンススクール、体操スクール、ゴルフスクールなど

機能：QR入退館、入会手続き、決済、チェックイン・アウト、レッスン予約、欠席・振替手
続き、POS、水素水サーバーやタンニングマシンなどとの機器連携

【企業概要】
会社名 ● 株式会社hacomono
代表者 ● 代表取締役CEO　蓮田 健一
所在地 ● 〒150-0001　
  東京都渋谷区神宮前2丁目34番17号
  住友不動産原宿ビル5F
担当者名 ● 社長室事業推進　工藤 佳奈江
連絡先 ● TEL：03-6778-4949　
e-mail  ●  info@hacomono.co.jp
URL  ●  https://www.hacomono.jp

株式会社hacomono

賛助会員加盟企業    Associate member
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事務局より会員入退会について報告を行い承認された。
 1.入会 
賛助会員
１．　株式会社 観舎
　　所在地 東京都中央区
　　資本金 300万円 
　　営業内容 環境衛生材製造・卸。清掃・除菌・消臭剤等。

２．　日本ストライカー  株式会社 
　　所在地 東京都文京区
　　資本金 9,530万円 
　　営業内容 医療機器・AED（ショックボタンを押さないオートAED）
　　　　　　　　　　　　　
３．　一般社団法人 ALL FITNESS JAPAN
　　所在地 東京都中央区
　　資本金 なし 
　　営業内容 ①フィットネスイベントの実施
 ②フィットネス事業者様向けマーケティング支援・事業開発のコンサルティング

４．　ジャパンエレベータサービスホールディングス 株式会社
　　所在地 東京都中央区
　　資本金 24億93百万円 
　　営業内容 昇降機保守点検・リニューアル工事・立体駐車場保守点検

正会員
１．　株式会社 ティーズ
　　所在地　　鹿児島県霧島市
　　資本金　　1,000万円
　　施設数　　２
　　施設名　　サンプレイ

2023年（令和5年）6月12日

FIAは5月19日、第222回となる理事会を開催し、理事
監事１６名が出席した。第222回

FIA理事会議事録

審議・決裁事項

議事1-1　会員入退会承認の件
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 ２．退会 
賛助会員
１．株式会社 UPDATER　
東京都世田谷区　
営業内容 空気環境対策機器　

以下は前回理事会以降の申請に対し行ったメールによる会員入退会事前審議報告（第222理事会の承認とする）　
①４月13日締切の先行審議　回答数　14 　承認数　14　　　　　　　
入会　賛助会員
株式会社hacomono  
所在地 東京都渋谷区　　
資本金 1億円 
営業内容 予約・決済・顧客管理システムhacomono運営

退会　賛助会員
ESI株式会社　
札幌市南区　
営業内容　次亜塩素酸水溶液等環境衛生剤

②3月30日締切の先行審議　　回答数　12　承認数　12　　　　　　　
入会　賛助会員
アドフィット 株式会社　
所在地 福岡市中央区　　
資本金 100万円 
営業内容 広告・宣伝に関する企画・制作および販売（クラブ内のデジタルサイネージ広告）

議事1-2 　定時総会議案の件
事務局より総会議案書案の説明があり、協議の結果総会への付議を承認した。
協議により示された意見。
＊JASRAC以外の管理団体折衝の項は説明必要。
＊収支予算書に見られる使用文言不整合は整合必要。

事務局より事業分野の状況並びに今後の予定について説明を行った。
１．一般事業
（１）フィットネス体力テスト進捗状況 
事務局より実行委員会による準備概要を説明し、必要事項について協議・承認を行った。
●システム開発に対するセキュリティ対応については各社の承認を経て開発を完了。
●利用契約書、イベント参加規約等の内容については全社に於ける確認と承認が完了。
　今後システム利用契約の締結に向けて準備を進める。
●テストマーケッティング取り組みの開始・・・　全体で現在228件
　（株）ティップネス・（株）ダンロップスポーツウエルネス・JR東日本スポーツ（株）
●理事各社に於ける取り組み準備状況報告

2023年（令和5年）6月12日

議事1-2 　定時総会議案の件

第222回 FIA理事会議事録
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●東京都のスポーツ振興の取り組み事業にフィットネス体力テストが取り入れられる方向で相互調整中。
（事業内容）

東京都及び都の自治体が主催するスポーツイベントで、体力測定・体組成測定を実施。
この体力テストがフィットネス体力テストとして活用。
イベント体験者及びブース内アンケート回答者に在京のFIA加盟クラブにてフィットネス体力テストを受けられる電子クーポン
が配布される。

　→金額は未定だが最終的には体験者分の利用料が各クラブに還元される。
　　都による対象予定イベントの来場者規模はおおよそ19万人
●衆議院議員会館での体力テスト実施

スポーツ・健康産業推進議員連盟の働きかけにより、自民党、公明党の衆参両議員を対象に体力テストを実施する予定。　5
月29日（月）
※トレッドミル借用に於いては、テクノジムジャパンの協力を得る

●実走に向けての課題への対応
▶実施マニュアル（セルフでの実施も想定）の作成による標準化
　・マニュアル策定プロジェクトチームを立ち上げ、現在動画も含め作成進行中
▶65歳以上の測定項目の検証
　・65歳以上測定項目検討プロジェクトチームを立ち上げ、検討をスタート
 　※フェーズ２移行までに上程案を確定したい。
▶個人情報等の管理レベルについて確認中
　・現在、求められる対応について項目の洗い出し作業を進行中。

（２）ガイドライン廃止の件 
5月8日をもって12版を重ねた新型コロナウイルス感染症予防対応ガイドラインは廃止とした。

告知）　▶ホームページ　▶FIA NEWS
※今後の対応に関しては、感染状況の過程で国が求める要請を受けて適宜対応する。
※ガイドライン廃止に伴い、施設利用マナーアップのポップをデータにて提供。

（３）各分野進行状況報告 
　事務局より各事業について実施状況が報告された。
１．一般事業
調査研究分野　
2022年度調査研究については、以下の内容で実施された。
■テーマ：フィットネスクラブ利用者の新型コロナウイルス感染症罹患状況についての調査
■目的：運動習慣と新型コロナウイルス感染症に関する調査研究として、継続的運動習慣がウイルスから身を守る免疫力を
高める有効性があるのではないかという仮説をFIA加盟のフィットネスクラブユーザーを対象にアンケート調査を行うこと
で検証し、FIA加盟会員、さらには広く社会に共有する。
■結果：今回のアンケート調査に於いてコロナウイルス罹患に関するフィットネス実践者の罹患の是非については特に大き
な優位差はみられなかった。
しかしコロナ感染の症状については、重篤・重症者はゼロであり、軽傷・自覚症状無しが96％という結果に対し、アイスタッ
ト社のアンケート調査に於いては罹患者全体の中で重篤・重症者の割合16％であったとからも、フィットネスクラブでの運
動習慣を有するグループは感染しても重症化傾向が低かった。
■今後の取り組み：今年度の重要な事業の一つであるフィットネス体力テストの実施に伴うデータの蓄積がある程度進んだ
段階で、フィットネスクラブの継続的利用者の身体能力的優位性を検証できるような調査研究に取り組むことを検討する。
　

2023年（令和5年）6月12日

第222回 FIA理事会議事録
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事業分野　SPORTEC
（１）東京　　東京ビッグサイト東１～３ホール
　  8月2日（水）～4日（金）
　  FIA提供セミナー4講座予定

（２）福岡　　マリンメッセ福岡　12月13日（水）～14日（木）　　
　　　　
２．検定事業　　　　　
1　2023年度技能検定委員についての報告と依頼

・ 技能検定委員の任期は2年間のため、2023年は更新対象・任期中の方が混在。
①更新対象者47名
　理事企業より30名、理事企業以外より17名
②任期中　14名
　理事企業　14名
①＋②　で合計61名の技能検定委員の体制となる。

2　検定事業内部監査実施
・ 内部監査規定基づき、2022年度検定事業の業務監査及び会計監査を実施した。
①業務監査　5月10日　監査人年永理事により実施　190項目にわたる監査にて、適正と認められた。
②会計監査　5月11日　監査人高橋監事により実施17項目に関する監査にて適正と認められた。

３　指定試験機関役員としての秘密保持規程の確認
※FIA役員及び従業員はFCM試験事業に関して公務員と見なされ秘密保持義務がある。

４　JATIとの合同企画
・ トレーナー、専門指導者指向の方に、仕事に必要なマネジメント技能取得を啓発する。
①FCM+ATI（JATI公認トレナー）のWライセンス取得促進のため、ポスター、リーフレット等を作成し、JATI認定校190校
への配布及びFIA会員企業への配布を5月末までに予定。
②ATI取得特別奨学生制度として、FIA正会員企業への案内及び申込み受付を実施。
③JATI理事、支部員等約90名対象に、FCM取得促進案内を実施した。

5　FCM受検促進のため、告知媒体の強化を6月より行う。
・ 7月より開始する今年度の受検申請受付前に、受検促進策を実施する。
①HPのコンテンツ更新、増強（FCM紹介動画、合格者インタビュー8名）追加掲載。
②FCMリーフレット作成配布、受検促進のため、受検対象者向け、経営者向け、教育担当者向けの3者別にFCM取得の
魅力が伝わる内容に構成し、HPとQRコードで連動させる。
③FIAニュースへのFCMコーナー常設。
＊7月、8月と上記①～③以外にも、HP増強、技能士会活動等の受検促進策を実施予定。

2023年（令和5年）6月12日

第222回 FIA理事会議事録
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なっているのかもしれません。ジムが

リニューアルオープンし始めた頃は、

多くのジムが「6フィートルール」を

導入しており、近い距離での運動は推

奨されていませんでした。

　ある程度は、会員同士が接近してト

レーニングする準備が整っていないの

かもしれません。一般的に、筋力トレ

ーニングは、個々のユーザーにとって

より広い床面積を必要とするため、

人々が望む距離を確保することができ

ます。

　もう一つの問題は、「FOMO」（Fear 

of Missing Out）かもしれません。

「パンデミックの最中、人々は自宅や

アパートにお気に入りの筋力トレーニ

ングマシンやアクセサリーを置く余裕

がありませんでした」とSportsArt社

のエグゼクティブバイスプレジデント、

ルーベン・メヒア氏は指摘します。

「ダンベルやケトルベルを使える人もい

ましたが、そのような運動はすぐに飽き

筋力トレーニングが
再び注目されてきた

　コロナパンデミックは、オンライ

ン・プログラミングやウェアラブルの

急増など、いくつかの主要なフィット

ネス・トレンドの上昇をもたらしまし

た 。 毎 年 、 米 国 ス ポ ー ツ 医 学 会

（ACSM）は、新たなトレンドを予測

しています。2023年については、以下

のようなある種の再形成が見られます。

　ACSMのユーザーデータによると…

★2021年、1位はオンライントレー

ニング、2位はウェアラブル。

★2022年、1位はウェアラブル、2位

はホームエクササイズジム。

★2023年も1位はウェアラブル、2位

が筋力トレーニング 

 では、なぜ筋力トレーニングに再び

注目が集まっているのでしょうか？

それは、少なくとも、パンデミックの

「二日酔い」のようなものがベースに

てしまい、効果も限定的でした」と。

「ジムがオープンするとすぐに、人々

はパンデミック以来鍛えることのでき

なかった筋肉を鍛えるために、ストレ

ングスマシンに集中しました。彼らは、

ウェイトを積み上げることが恋しくな

り、ワークアウトにバラエティさを加

えることが恋しくなったのです」

　ルーベンの指摘によると、会員の側

のFOMOが全般的にトレンドを牽引

したようです。減量のためのエクササ

イズや健康増進のためのコーチングな

ど、一部のプログラミングはオンライ

ンで簡単に提供できます。

　しかし、ホームフィットネスではう

まくいかない、以下のようなタイプの

エクササイズ・プログラム（その多く

は筋力トレーニングの要素を含む）が

見逃されていたのです。

2023年（令和5年）6月12日

ここに紹介するトピックスは、
IHRSAとFIAの提携によりIHRSAがリリースしたレポートの一部を要約して紹介する、

海外フィットネス関連情報です！

2023年、
ヘルスクラブで筋力トレーニングの普及が進む！

ヘルスクラブやスポーツジムの会員は、過去数年間見逃してきた、
筋力トレーニングや、自宅ではできない、その他のエクササイズに目を向けています。

一体、なぜ筋力トレーニングに再び注目が集まっているのでしょうか？

※筋力トレーニングは2022年は4位、2021年は8位
であった。

（※ fear of missing out、取り残されることへの恐
れ）とは、「自分が居ない間に他人が有益な体験をし
ているかもしれない」という不安に襲われることを指す
言葉）

IHRSA グローバルレポート

Jon Feld（ジョン・フェルド）著者
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・ボディウエイト・トレーニング

・高齢者向けフィットネスプログラム

・ファンクショナル・フィットネス・

トレーニング、および高強度インター

バルトレーニング(HIIT)

などです。

「パンデミック後のデータでは、会員

のクラブへの訪問は2019年に比べて

68％減少しており、クラブ数も30％

減少していると推定されているにもか

かわらず、です」と彼は言います。

「会員が使いたいマシンが常に利用で

きないのであれば、そのクラブの会員

でいることを考え直し、ほかのクラブ

に行くのは時間の問題です」。

　クラブは、ジムに通い続けたいと願

う幸せな会員と、安定した会員数を望

んでいます。会員の希望に応えること

は、そのための一つの方法なのです。

　そうした背景もあり、ストレングス

トレーニングの人気上昇に伴い、会員

の要望に応えるためにクラブがかなり

早く動き出したと、ルーベン氏はいい

ます。

需要のある
ストレングストレーニング機器

　SportsArt社にとって、デュアルフ

ァンクション（※一台で複数のエクサ

サイズが可能なマシン）のセレクタラ

イズドマシンは、クラブの顧客からま

すます人気が高まっています。という

のも、これらのマシンは、人々が自宅

に置く可能性の低いマシンだからです。

「これらのマシンを使えば、会員はジ

ムで少人数のグループトレーニングや

トレーナーと一緒に、自宅ではできな

い方法で特定の筋群を分離してトレー

ニングすることができます」

「デュアルファンクションマシンでは、

簡単な調整で、1台のマシンと同じフ

ットプリントで少なくとも2つの異な

る筋肉群を鍛えることができます」と

ルーベン氏は言います。

「例えば、クラブでは従来、2台の上

腕三頭筋エクステンションマシンと2

台の上腕二頭筋カールマシンを隣接し

て置いていました。今、クラブは上腕

二頭筋と上腕三頭筋の二重機能マシン

を4台並べて置くことができ、会員に

同じタイプのマシンを4台まで提供す

ることができます」

　このソリューションは、クラブがレ

イアウトに関して行っていることとも

合致しています。ルーベン氏は、

SportsArt社の顧客が、社会的距離の

要件を満たすことなく、プレパンデミ

ック・スペーシング（※コロナ禍前の

スペーシング）を利用しているのを目

の当たりにしていると述べています。

　しかし、クラブは会員と会員が望む

機器を受け入れる必要があります。そ

のため、会員にスペースを与えること

を意識しながら、フットプリント（※

この場合、各マシンを置く位置）をで

きるだけ効率的にすることが重要です。

筋力トレーニング中の
安全確保

　クラブや会員が筋力トレーニングを

行う際には、器具だけでなく、安全面

を第一に考えることをルーベンは強く

勧めます。

「筋力トレーニングを再開する場合、

会員は常にゆっくりと開始し、完全な

筋力まで回復させる必要があります」

と彼は言います。

「会員は、すぐに自己記録に近いベン

チプレスや、以前と同じように多くの

ランジができると思うかもしれません

が、身体はそうではないことを教えて

くれるのです」

「私たちは、クライアントであるクラ

ブ様が常に会員を第一に考えているこ

とを知っていますが、それでも私たち

は、できる限り慎重に、怪我のリスク

を減らすというメッセージを常に押し

出しています。そして、お客様がクラ

ブ、ニュースレター、ソーシャルメデ

ィアの投稿で簡単にこれをサポートで

きることも知っています」

　SportsArt社は、セレクタライズド

マシンやプレートロードマシン、フリ

ーウェイトやラックなど、幅広い筋力

トレーニング器具を提供しています。

すべてのラインアップについて詳しく

知りたい方は、同社のウェブサイトを

ご覧ください。

2023年（令和5年）6月12日

Jon Feld（ジョン・フェルド）
Jon Feldは、Club Business Internationalの寄稿者
です。
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ラ
ン
ニ
ン
グ
の
習
慣
化
、

意
志
頼
み
脱
し

生
活
行
動
と
セ
ッ
ト
に

　

い
つ
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
ラ

ン
ニ
ン
グ
は
日
常
生
活
に
採
り
入

れ
や
す
い
。
健
康
を
気
遣
っ
て
新

年
度
か
ら
走
り
始
め
た
人
も
少
な

く
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
半
年
、
1

年
と
継
続
す
る
こ
と
は
思
い
の
ほ

か
難
し
い
。
習
慣
と
し
て
定
着
す

る
に
は
意
志
だ
け
で
な
く
具
体
的

な
手
立
て
が
必
要
に
な
る
。

　

米
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
公
衆
衛
生

大
学
院
で
博
士
号
を
取
得
し
、
健

康
習
慣
に
関
す
る
著
書
を
持
つ
公

衆
衛
生
学
者
の
林
英
恵
さ
ん

（Dow
n to Earth

代
表
取
締
役
）

に
よ
る
と
、
習
慣
化
に
は
①
決
意

②
行
動
③
行
動
の
繰
り
返
し
④
習

慣
の
形
成
―
―
と
い
う
４
つ
の
ス

テ
ー
ジ
が
あ
る
。
努
力
と
思
わ

ず
、
ル
ー
テ
ィ
ン
に
な
る
ま
で
の

期
間
は
人
や
行
動
の
タ
イ
プ
に
よ

っ
て
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
平
均
で

２
カ
月
、
研
究
に
よ
っ
て
は
８
カ

月
。
い
ず
れ
に
し
て
も
そ
れ
な
り

の
時
間
や
労
力
が
か
か
る
。
「
習

慣
を
変
え
た
い
と
思
っ
て
も
、
そ

の
半
分
し
か
根
付
く
ま
で
実
行
で

き
な
い
と
い
う
エ
ビ
デ
ン
ス
（
科

学
的
根
拠
）
が
あ
る
」
そ
う
だ
。

　

習
慣
づ
く
り
は
最
初
が
肝
心
。

ま
ず
は
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
か
ら
始
め

て
徐
々
に
時
間
を
延
ば
し
て
い
く

こ
と
が
常
道
だ
が
、
「
週
４
、
５

回
は
走
る
な
ど
習
慣
化
に
は
頻
度

を
高
め
に
設
定
し
た
方
が
う
ま
く

い
く
」
。
同
じ
ル
ー
ト
を
繰
り
返

し
走
れ
れ
ば
ベ
タ
ー
だ
が
、
飽
き

て
し
ま
う
人
は
事
前
に
い
く
つ
か

の
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
気
分
で
選

ん
で
も
い
い
。
コ
ー
ス
を
考
え
る

負
担
を
な
く
す
こ
と
が
ポ
イ
ン

ト
。

　

皿
洗
い
を
し
た
ら
走
る
な
ど
、

日
々
の
行
動
に
走
る
こ
と
を
組
み

合
わ
せ
る
の
も
継
続
の
コ
ツ
だ

（
３
月
の
東
京
マ
ラ
ソ
ン
）
＝
共

同
。

　

ラ
ン
ニ
ン
グ
が
生
活
の
一
部
に

な
る
過
程
で
は
挫
折
し
そ
う
に
な

る
時
も
あ
る
。
日
々
の
仕
事
に
追

わ
れ
て
い
る
時
は
そ
の
典
型
だ
。

「
一
日
く
ら
い
休
ん
で
も
…
…
」

と
い
う
気
持
ち
が
離
脱
の
リ
ス
ク

を
高
め
る
。
「
ス
ト
レ
ス
が
多
い

と
習
慣
を
形
成
し
よ
う
と
し
て
も

意
志
の
力
が
働
か
な
く
な
る
」
と

い
う
。

　

１
度
の
ス
キ
ッ
プ
は
許
容
で
き

て
も
２
度
、
３
度
と
続
く
と
早
々

の
離
脱
が
現
実
味
を
帯
び
る
。
林

さ
ん
は
「
サ
ボ
り
た
い
」
と
思
う

パ
タ
ー
ン
を
遡
っ
て
把
握
し
て
お

く
こ
と
が
大
切
だ
と
説
く
。
睡
眠

不
足
や
疲
労
、
ス
ト
レ
ス
、
食
事

バ
ラ
ン
ス
…
…
。
原
因
が
分
か
っ

て
い
れ
ば
あ
ら
か
じ
め
気
を
配

り
、
策
を
打
つ
こ
と
が
で
き
る
。

「
日
々
の
安
定
し
た
行
動
に
く
っ

つ
け
る
」
と
い
う
手
法
も
継
続
の

コ
ツ
。
例
え
ば
夕
食
後
、
皿
洗
い

を
し
た
ら
走
る
。
朝
起
き
て
歯
を

磨
い
た
ら
走
る
な
ど
と
ル
ー
ル
を

決
め
る
。
「
午
後
７
時
か
ら
始
め

よ
う
と
す
る
と
、
残
業
で
で
き
な

い
こ
と
も
あ
る
。
時
間
軸
で
予
定

は
決
め
な
い
こ
と
」

　

目
の
つ
く
場
所
に
ウ
エ
ア
や
シ

ュ
ー
ズ
を
用
意
し
て
お
く
こ
と
も

有
効
。
起
床
し
て
テ
ー
ブ
ル
に
、

帰
宅
し
て
玄
関
に
ウ
エ
ア
を
あ
ら

か
じ
め
準
備
し
て
い
た
ら
、
見
な

か
っ
た
こ
と
に
は
で
き
な
い
。
人

間
は
と
か
く
あ
れ
こ
れ
理
屈
を
つ

け
て
自
分
の
行
動
を
正
当
化
し
て

し
ま
い
が
ち
だ
が
、
自
分
の
行
動

と
言
葉
が
違
う
と
居
心
地
の
悪
さ

を
感
じ
る
。
「
会
社
か
ら
帰
宅
し

て
ソ
フ
ァ
に
寝
転
が
り
た
い
誘
惑

に
打
ち
勝
つ
た
め
に
、
心
が
折
れ

そ
う
で
も
遂
行
で
き
る
状
況
を
つ

く
っ
て
お
け
ば
一
歩
踏
み
出
せ
る

は
ず
」
と
林
さ
ん
は
指
摘
す
る
。

　

ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ
に
参
加
し

て
仲
間
と
一
緒
に
走
る
環
境
を
つ

く
る
こ
と
も
習
慣
化
に
は
効
果
が

見
込
め
る
。
日
本
の
高
齢
者
を
対

象
に
し
た
研
究
で
は
「
誰
か
と
一

緒
に
運
動
す
る
こ
と
で
健
康
だ
と

感
じ
る
主
観
的
健
康
観
も
改
善

し
、
鬱
の
リ
ス
ク
が
半
減
す
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
る
」
。
近
年
は

ア
プ
リ
で
デ
ー
タ
を
可
視
化
で

き
、
仲
間
と
S
N
S
（
交
流
サ
イ

ト
）
で
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き

る
。
記
録
を
つ
け
れ
ば
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
も
保
て
る
だ
ろ
う
。

　

日
常
生
活
で
無
意
識
で
行
っ
て

い
る
行
動
は
約
40
％
と
い
わ
れ
て

い
る
。
重
い
腰
を
上
げ
な
く
て
も

走
れ
る
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
な
い

と
何
か
落
ち
着
か
な
い
と
思
い
始

め
た
ら
し
め
た
も
の
。
そ
の
先
に

は
充
実
し
た
ラ
ン
ニ
ン
グ
生
活
が

待
っ
て
い
る
。

（
渡
辺
岳
史
）

　

健
康
増
進
を
目
的
に
ラ
ン
ニ
ン

グ
を
楽
し
ん
で
い
て
も
、
そ
れ
を

帳
消
し
に
し
て
し
ま
う
N
G
行
動

が
あ
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
だ
ろ
う
。
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー

カ
ー
が
特
に
気
を
つ
け
た
い
の
が

ISSUE
フィットネス関連
ニュース

業界の最新情報をいち早くキャッチ！
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座
る
時
間
。
林
さ
ん
に
よ
れ
ば
、

日
ご
ろ
か
ら
運
動
を
し
て
い
て

も
、
１
日
８
時
間
以
上
座
っ
て
い

る
と
糖
尿
病
な
ど
の
疾
患
、
さ
ら

に
は
死
亡
リ
ス
ク
が
上
が
る
と
い

う
。

　

１
週
間
の
活
動
が
多
い
人
で
も

座
っ
て
い
る
時
間
が
長
け
れ
ば
死

亡
リ
ス
ク
が
1
割
増
え
る
と
い
う

研
究
が
あ
る
。
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
そ
う
だ

が
、
立
っ
た
り
座
っ
た
り
す
る
こ

と
で
代
謝
が
上
が
る
と
考
え
ら
れ

る
。
「
通
勤
や
オ
フ
ィ
ス
で
立
つ

時
間
を
長
く
す
る
。
座
り
っ
ぱ
な

し
だ
と
自
覚
の
あ
る
人
は
意
識
し

て
、
少
し
で
も
座
る
時
間
を
減
ら

す
工
夫
を
し
て
ほ
し
い
」

　

寝
る
直
前
の
有
酸
素
運
動
も
、

少
な
か
ら
ず
睡
眠
へ
の
影
響
が
あ

り
そ
う
だ
。
就
寝
直
前
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
は
体
を
興
奮
さ
せ
て
し
ま
う

恐
れ
が
あ
る
。
た
だ
、
ど
れ
く
ら

い
の
時
間
な
ら
問
題
が
な
い
の

か
、
そ
の
議
論
は
研
究
者
の
中
で

も
続
い
て
い
る
。
林
さ
ん
は
「
走

る
な
ら
日
中
が
ベ
ス
ト
。
激
し
い

運
動
は
就
寝
の
数
時
間
前
ま
で
に

は
済
ま
せ
て
お
く
の
が
良
い
」
と

推
奨
し
て
い
る
。

（
２
０
２
３
年
５
月
30
日
／
日
経
）

健
康
寿
命
延
ば
そ
う

コ
ス
パ
よ
く
運
動

ア
プ
リ
も
活
用

人
生
１
０
０
年
の
羅
針
盤

　

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
は
夜
間
限
定
や

曜
日
限
定
な
ど
に
す
れ
ば
、
料
金

が
少
し
安
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。

人
生
１
０
０
年
時
代
。
こ
の
先
さ

ら
に
寿
命
が
延
び
る
の
な
ら
、
健

康
寿
命
も
延
ば
し
た
い
。
そ
の
た

め
に
気
を
配
り
た
い
の
は
、
も
ち

ろ
ん
運
動
と
食
事
だ
。
ど
ん
な
運

動
を
す
る
の
が
い
い
の
か
、
検
討

し
よ
う
。
急
に
や
る
気
に
な
っ
て

始
め
る
と
、
身
体
に
負
荷
を
か
け

す
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
な

る
べ
く
費
用
を
か
け
ず
に
無
理
な

く
始
め
ら
れ
て
、
長
く
続
け
ら
れ

る
も
の
を
探
す
の
が
お
す
す
め

だ
。
こ
れ
か
ら
夏
に
向
け
て
活
動

量
を
増
や
し
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
過

ご
し
て
み
よ
う
。

　

ス
ポ
ー
ツ
庁
の
調
査
（
２
０
２

２
年
度
）
に
よ
る
と
、
週
１
日
以

上
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
人
の

割
合
は
全
年
代
の
男
女
の
平
均
で

52
・
４
％
と
半
数
を
超
え
る
。
注

目
す
べ
き
は
男
女
と
も
に
60
代
と

70
代
の
実
施
率
が
高
く
、
60
代
の

全
体
で
56
・
５
％
、
70
代
の
全
体

で
68
・
８
％
と
な
っ
て
い
る
点
で

あ
る
。

　

意
識
的
に
体
を
動
か
し
て
い
る

シ
ニ
ア
が
多
い
の
だ
。
全
年
齢
で

こ
の
1
年
間
に
実
施
し
た
種
目
は

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
ダ
ン
ト
ツ
の
1

位
で
男
女
と
も
に
62
％
程
度
、
男

性
の
２
位
が
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
女
性

の
２
位
が
体
操
、
男
性
の
３
位
が

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
女
性
の
３
位
が

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
・
ヨ
ガ
・
バ
レ

エ
・
ピ
ラ
テ
ィ
ス
と
な
っ
て
い

る
。

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
動
き
や
す
い

服
装
と
靴
が
あ
れ
ば
よ
く
、
気
軽

に
始
め
や
す
い
運
動
だ
。
新
し
い

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
を
買
っ

て
も
数
千
円
程
度
で
始
め
ら
れ

る
。
た
だ
、
目
的
な
く
歩
く
だ
け

で
は
な
か
な
か
長
続
き
し
な
い
。

　

外
出
す
る
と
き
に
一
駅
分
歩

く
、
い
つ
も
よ
り
遠
い
ス
ー
パ
ー

ま
で
歩
い
て
買
い
物
に
行
く
、
ラ

ジ
オ
体
操
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
に
入

っ
て
朝
は
必
ず
公
園
ま
で
歩
く
、

犬
を
飼
っ
て
散
歩
を
義
務
化
す

る
、
歩
く
と
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
る

ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
楽

し
み
な
が
ら
歩
く
な
ど
、
自
分
で

目
的
を
設
定
し
よ
う
。

『
５
キ
ロ
痩
せ
た
ら
１
０
０
万

円
』
の
著
者
で
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
荻
原
博
子
さ
ん
は
「
食
生

活
を
見
直
し
、
夕
食
と
朝
食
の
間

隔
を
14
時
間
あ
け
、
犬
の
散
歩
を

朝
１
時
間
半
す
る
こ
と
で
４
カ
月

で
５
キ
ロ
グ
ラ
ム
痩
せ
、
腰
の
痛

み
が
和
ら
ぎ
、
血
圧
も
下
が
っ

た
」
と
い
う
。
や
は
り
運
動
と
食

事
は
大
事
だ
。

　

同
様
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
も
気
軽
に

始
め
ら
れ
る
。
た
だ
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
は
か
け
よ
う
と
思
う
と
さ
ま
ざ

ま
な
お
金
が
必
要
に
な
る
ス
ポ
ー
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ツ
だ
。
機
能
性
の
高
い
シ
ュ
ー
ズ

な
ら
１
万
～
２
万
円
程
度
す
る

し
、
ア
ッ
プ
ル
ウ
オ
ッ
チ
な
ど
で

走
る
ペ
ー
ス
や
時
間
を
計
測
し
た

い
場
合
は
、
購
入
に
２
～
５
万
円

程
度
か
か
る
。

　

マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
参
加
費
も
数

千
円
の
も
の
か
ら
東
京
マ
ラ
ソ
ン

の
よ
う
に
２
万
円
以
上
か
か
る
も

の
も
あ
る
。
居
住
地
か
ら
離
れ
た

場
所
の
大
会
出
場
に
は
交
通
費
と

宿
泊
費
も
必
要
だ
。
真
剣
に
取
り

組
み
、
趣
味
と
し
て
ラ
ン
ニ
ン
グ

に
お
金
を
か
け
る
の
な
ら
、
そ
れ

は
そ
れ
で
楽
し
い
に
違
い
な
い
。

　

水
泳
、
ヨ
ガ
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

な
ど
に
挑
戦
し
た
い
場
合
、
ス
ポ

ー
ツ
ジ
ム
に
加
入
す
る
選
択
肢
が

あ
る
。
会
費
は
一
般
的
に
は
月
額

６
０
０
０
～
1
万
５
０
０
０
円
程

度
。
夜
間
限
定
や
曜
日
限
定
な
ど

に
す
れ
ば
、
少
し
安
く
な
る
こ
と

も
あ
る
。
自
分
が
取
り
組
み
た
い

運
動
が
で
き
て
、
月
会
費
を
払
っ

て
も
利
用
し
た
い
施
設
・
サ
ー
ビ

ス
な
ら
入
会
し
て
使
い
倒
そ
う
。

　

プ
ー
ル
だ
け
の
利
用
な
ら
、
公

共
の
プ
ー
ル
を
調
べ
よ
う
。
1
回

１
０
０
～
３
０
０
円
程
度
で
利
用

で
き
て
コ
ス
パ
が
い
い
。

　

ヨ
ガ
や
体
操
は
動
画
サ
イ
ト

「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」
に
ア
ッ
プ
さ

れ
て
い
る
も
の
を
活
用
す
る
手
も

あ
る
。
「
ヨ
ガ　

人
気
」
「
体
操

初
心
者
」
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で

検
索
し
て
、
自
分
に
合
っ
た
動
画

を
探
そ
う
。
自
宅
で
や
れ
ば
無
料

だ
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
な
ど

で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
グ
ッ
ズ
を
買
っ

て
、
自
宅
で
取
り
組
む
の
も
い

い
。
た
だ
し
、
三
日
坊
主
に
な
り

が
ち
な
の
で
、
本
当
に
続
け
ら
れ

る
も
の
な
の
か
、
吟
味
し
て
か
ら

購
入
を
。

（
ラ
イ
タ
ー
／
生
島
典
子
）

　

シ
ニ
ア
世
代
が
運
動
を
す
る
と

き
に
心
が
け
て
ほ
し
い
の
が
、
運

動
を
通
じ
て
で
き
る
だ
け
人
と
の

つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
だ
。
友
人

や
家
族
と
散
歩
に
行
く
の
も
い
い

し
、
地
元
の
太
極
拳
や
ラ
ジ
オ
体

操
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
に
入
る
の
で

も
い
い
だ
ろ
う
。

　

筆
者
の
母
は
85
歳
だ
が
、
ス
ポ

ー
ツ
ジ
ム
の
プ
ー
ル
で
水
泳
を
続

け
て
い
る
。
実
家
に
帰
る
と
母
か

ら
ジ
ム
仲
間
の
話
を
よ
く
聞
く

が
、
楽
し
そ
う
だ
。
仲
間
を
つ
く

っ
て
人
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ

と
は
、
健
康
に
も
い
い
影
響
を
及

ぼ
す
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
定
期

的
な
健
康
診
断
で
身
体
の
チ
ェ
ッ

ク
を
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
し
た
い
。
病
気
の
早
期
発
見
も

心
が
け
た
い
こ
と
の
一
つ
だ
。

（
２
０
２
３
年
５
月
28
日
／
日
経
） 

高
齢
者
カ
ラ
オ
ケ
好
調

　

歌
っ
て
踊
っ
て
認
知
症
予
防

　

第
一
興
商
が
手
が
け
る
高
齢
者

向
け
カ
ラ
オ
ケ
機
器
「
D
K
エ
ル

ダ
ー
シ
ス
テ
ム
」
の
レ
ン
タ
ル
が

好
調
だ
。
カ
ラ
オ
ケ
に
合
わ
せ
て

体
も
一
緒
に
動
か
す
こ
と
で
認
知

症
予
防
や
口
腔
（
こ
う
く
う
）
機
能

の
向
上
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
介

護
施
設
や
公
民
館
向
け
を
中
心
に

導
入
さ
れ
、
稼
働
数
は
約
２
万
６

０
０
０
台
と
10
年
間
で
２
・
５
倍

に
増
え
た
。
今
後
は
ス
ー
パ
ー
な

ど
利
用
場
所
の
拡
大
を
目
指
す
。

　

エ
ル
ダ
ー
シ
ス
テ
ム
に
は
、
13

万
を
超
え
る
カ
ラ
オ
ケ
楽
曲
の
ほ

か
、
歌
に
合
わ
せ
て
で
き
る
体
操

講
座
な
ど
独
自
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を

１
３
０
０
種
類
ほ
ど
搭
載
し
て
い

る
。
イ
ス
で
座
り
な
が
ら
で
き
る

体
操
を
実
演
し
、
介
護
界
の
ア
イ

ド
ル
と
呼
ば
れ
る
「
ご
ぼ
う
先

生
」
の
講
座
が
人
気
だ
。

　

大
学
な
ど
と
の
共
同
研
究
で

は
、
歌
う
こ
と
に
よ
り
脳
の
活
性

化
や
口
ま
わ
り
の
筋
力
向
上
、
ス

ト
レ
ス
の
軽
減
な
ど
の
効
果
が
確
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認
さ
れ
た
。
運
動
が
苦
手
な
人
で

も
、
歌
い
な
が
ら
体
を
動
か
す
こ

と
で
楽
し
み
な
が
ら
継
続
で
き

る
。

　

ご
ぼ
う
先
生
こ
と
、
簗
瀬
寛
さ

ん
は
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に

入
居
す
る
要
介
護
度
の
高
い
人
で

も
、
音
楽
を
使
う
と
本
能
的
に
体

を
動
か
せ
て
表
情
が
明
る
く
な

る
。
音
楽
の
力
を
実
感
す
る
」
と

話
す
。
エ
ル
ダ
ー
シ
ス
テ
ム
に

は
、
ご
ぼ
う
先
生
の
体
操
講
座
が

60
種
類
ほ
ど
入
っ
て
い
る
。

　

介
護
施
設
の
職
員
の
負
担
軽
減

に
も
つ
な
が
る
。
エ
ル
ダ
ー
シ
ス

テ
ム
は
自
動
的
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
成
し
て
く
れ
る
機
能
が
あ
り
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
準
備
に
か

け
る
時
間
を
短
縮
で
き
る
。

　

全
国
カ
ラ
オ
ケ
事
業
者
協
会
に

よ
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

禍
で
カ
ラ
オ
ケ
機
器
稼
働
台
数
が

落
ち
込
ん
だ
中
で
も
、
高
齢
者
向

け
は
堅
調
だ
っ
た
。
同
協
会
の
片

岡
史
朗
専
務
理
事
は
「
コ
ロ
ナ
禍

で
も
入
所
型
の
介
護
施
設
の
演
奏

度
数
（
歌
っ
た
回
数
）
は
ほ
ぼ
下

げ
ず
、
カ
ラ
オ
ケ
を
健
康
維
持
の

ツ
ー
ル
と
し
て
利
用
し
て
も
ら
っ

た
。
高
齢
化
社
会
を
見
据
え
た
時

に
（
コ
ロ
ナ
後
も
）
有
望
な
市
場

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
」
と
話

す
。

　

第
一
興
商
に
よ
る
と
、
自
治
体

の
集
会
所
な
ど
で
利
用
さ
れ
て
い

た
機
器
の
返
却
が
一
部
で
出
た

が
、
介
護
施
設
な
ど
へ
の
導
入
は

増
え
た
。
感
染
対
策
で
外
部
の
講

師
を
施
設
に
呼
べ
な
い
状
況
が
続

い
た
こ
と
も
影
響
し
た
。

　

21
年
度
の
業
務
用
カ
ラ
オ
ケ
稼

働
台
数
に
占
め
る
エ
ル
ダ
ー
シ
ス

テ
ム
の
割
合
は
約
８
％
に
拡
大
し

た
。
足
元
で
は
新
た
な
施
設
に
も

導
入
が
広
が
っ
て
い
る
。
ス
ー
パ

ー
が
買
い
物
客
を
呼
び
込
む
イ
ベ

ン
ト
に
利
用
し
た
り
、
自
動
車
学

校
が
高
齢
者
講
習
に
合
わ
せ
て
健

康
教
室
を
開
い
た
り
し
て
い
る
。

手
軽
に
導
入
で
き
る
こ
と
か
ら
保

育
園
や
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
多
く
、
子

ど
も
向
け
コ
ン
テ
ン
ツ
も
強
化
し

て
い
る
。

　

第
一
興
商
は
23
年
度
、
高
齢
者

向
け
機
器
に
加
え
て
主
力
の
ス
ナ

ッ
ク
・
バ
ー
向
け
「
カ
ラ
オ
ケ
ボ

ッ
ク
ス
・
ナ
イ
ト
」
需
要
の
回
復

を
見
込
む
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
５
類

移
行
も
追
い
風
に
カ
ラ
オ
ケ
事
業

の
拡
大
を
目
指
す
。

（
２
０
２
３
年
５
月
21
日
／
日
経
）

個
別
指
導
ジ
ム
実
態
調
査

消
費
者
事
故
調
が
方
針

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
中
の

け
が
防
止
へ

　

消
費
者
安
全
調
査
委
員
会
（
消

費
者
事
故
調
）
は
19
日
、
ス
ポ
ー

ツ
ジ
ム
な
ど
で
ト
レ
ー
ナ
ー
か
ら

1
対
1
で
指
導
を
受
け
る
パ
ー
ソ

ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
実
態
調
査

を
始
め
る
と
明
ら
か
に
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
を
経
た
健

康
志
向
の
高
ま
り
で
、
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
ジ
ム
が
増
え
る
一

方
、
健
康
被
害
の
報
告
も
増
加
。

調
査
を
踏
ま
え
て
、
事
故
を
未
然

に
防
ぐ
こ
と
を
目
指
す
。

　

事
故
調
な
ど
に
よ
る
と
、
パ
ー

ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
多
人
数

と
の
接
触
を
避
け
ら
れ
る
点
か
ら

需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
。
だ
が
、

事
業
者
や
ト
レ
ー
ナ
ー
に
法
的
な

資
格
保
有
や
行
政
へ
の
届
け
出
義

務
は
な
く
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
内
容

の
検
証
や
事
業
者
数
の
把
握
が
困

難
に
な
っ
て
い
た
。

　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
は
２
０

１
７
年
４
月
か
ら
22
年
２
月
ま
で

に
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
中
の
け
が
な

ど
、
健
康
被
害
の
報
告
が
１
０
５

件
寄
せ
ら
れ
た
。
う
ち
４
分
の
1

は
治
療
に
1
カ
月
以
上
か
か
る
負

傷
で
、
神
経
や
脊
髄
を
損
傷
し
た

人
も
い
た
。

　

事
故
調
は
パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
実
施
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ジ

ム
や
、
被
害
を
訴
え
る
利
用
者
に

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
ト
ラ
ブ

ル
の
原
因
や
課
題
を
調
べ
る
。

　

記
者
会
見
し
た
中
川
丈
久
委
員

長
は
「
事
故
が
起
き
て
い
る
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
い
、
利
用
者
は
無

理
を
し
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
た
。

（
２
０
２
３
年
5
月
20
日
／
日
経
）

ア
シ
ッ
ク
ス
、

 「
カ
ス
ハ
ラ
」
へ
の

対
応
方
針
策
定

　

ア
シ
ッ
ク
ス
は
、
店
舗
の
従
業

員
な
ど
に
対
す
る
顧
客
か
ら
の
迷

惑
行
為
「
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
（
カ
ス
ハ
ラ
）
」
に
対
す
る

対
応
に
つ
い
て
、
社
内
で
の
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
た
。
店
舗

で
の
掲
示
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
周
知
す
る
。

　

４
月
の
経
営
会
議
で
策
定
し

た
。
暴
力
や
脅
迫
、
不
合
理
な
要

求
な
ど
を
カ
ス
ハ
ラ
と
定
義
し
、

法
的
措
置
を
含
む
対
応
を
と
る
方

針
を
打
ち
出
し
た
。

　

同
社
に
よ
る
と
こ
れ
ま
で
は
明

確
な
方
針
を
定
め
て
お
ら
ず
、
該

当
す
る
よ
う
な
事
案
が
発
生
す
る

と
個
別
に
対
応
を
検
討
し
て
い
た

と
い
う
。
同
社
の
担
当
者
は
「
当

社
も
お
客
様
に
誠
実
な
対
応
を
し

て
い
く
、
と
い
う
の
が
大
前
提

だ
。
お
客
様
と
の
健
全
な
関
係
性

の
構
築
・
維
持
に
努
め
る
」
と
説

明
す
る
。（

２
０
２
３
年
５
月
18
日
／
日
経
）

東
急
の
若
手
が
提
案
、

訳
あ
り
物
件
シ
ェ
ア
事
業

趣
味
用
途
に

　

東
急
の
若
手
社
員
が
提
案
し

た
、
趣
味
の
た
め
の
部
屋
を
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
事
業

化
さ
れ
た
。
地
価
や
賃
料
の
高
い

東
急
沿
線
や
都
心
な
ら
ニ
ー
ズ
が

あ
る
と
見
る
。
最
近
の
住
宅
価
格

や
賃
料
の
高
騰
も
追
い
風
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
。

「room

（
部
屋
）
」
と
「hobby

（
趣
味
）
」
を
組
み
合
わ
せ
て

「roobby

（
ル
ー
ビ
ー
）
」
。
東

急
の
社
内
起
業
家
育
成
制
度
第
８

号
案
件
と
し
て
、
４
月
７
日
か
ら

始
ま
っ
た
機
能
特
化
型
個
室
シ
ェ
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ア
サ
ー
ビ
ス
の
名
称
だ
。

　

事
業
を
提
案
し
た
吉
田
一
貴
氏

は
「
テ
レ
ワ
ー
ク
の
浸
透
な
ど
で

自
宅
で
過
ご
す
時
間
が
増
え
て
い

る
。
し
か
し
、
自
分
の
趣
味
な
ど

の
た
め
に
1
室
増
や
す
の
は
難
し

い
。
地
価
や
賃
料
が
高
い
当
社
の

沿
線
や
都
心
は
な
お
さ
ら
だ
」
と

話
す
。
そ
れ
で
あ
れ
ば
、
趣
味
の

た
め
の
部
屋
を
み
ん
な
で
シ
ェ
ア

す
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
、
と

考
え
た
。

　

テ
ス
ト
オ
ー
プ
ン
の
場
と
し
て

選
ば
れ
た
の
は
、
池
上
線
雪
が
谷

大
塚
駅
（
東
京
・
大
田
）
の
駅
ビ

ル
３
階
。
東
急
グ
ル
ー
プ
の
カ
ル

チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
が
あ
っ
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
閉
鎖

に
。
そ
の
後
２
年
以
上
、
空
き
が

続
い
て
い
た
。
駅
の
直
上
の
た
め

大
が
か
り
な
改
装
工
事
が
で
き

ず
、
同
じ
フ
ロ
ア
に
学
童
保
育
施

設
が
入
居
し
て
い
る
関
係
で
、
借

り
手
と
な
れ
る
業
種
に
も
制
限
が

あ
っ
た
た
め
だ
。

　

ル
ー
ビ
ー
へ
の
転
用
に
当
た
っ

て
は
、
教
室
と
し
て
細
か
く
分
か

れ
た
部
屋
割
り
を
そ
の
ま
ま
活

用
。
７
つ
の
部
屋
を
、
部
屋
の
タ

イ
プ
や
時
間
帯
に
応
じ
て
30
分
当

た
り
２
０
０
～
１
２
１
０
円
で
貸

し
出
す
。
会
員
登
録
か
ら
予
約
、

決
済
ま
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
完

結
。
ス
マ
ホ
で
解
錠
し
て
利
用
す

る
。
24
時
間
完
全
無
人
営
業
と
す

る
こ
と
で
運
営
コ
ス
ト
を
抑
え

た
。

　

も
っ
と
も
、
趣
味
の
部
屋
と
い

っ
て
も
幅
広
く
、
イ
メ
ー
ジ
は
漠

然
と
し
て
い
る
。
ル
ー
ビ
ー
を
ど

う
訴
求
す
る
か
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
メ
ン
バ
ー
４
人
の
間
で
意
見
が

割
れ
た
と
い
う
。
結
局
、
今
回
は

分
か
り
や
す
さ
を
優
先
し
、
時
間

貸
し
個
室
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

「roobby-fit 

雪
が
谷
大
塚
」
と
い

う
名
称
で
オ
ー
プ
ン
さ
せ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
部
屋
ご
と
に
ベ
ン
チ

プ
レ
ス
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
、

自
転
車
型
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン

な
ど
を
用
意
し
、
入
会
金
や
月
額

費
用
な
し
で
手
軽
に
使
え
る
ジ
ム

と
し
て
打
ち
出
す
こ
と
に
し
た
。

　

た
だ
、
部
屋
を
見
る
と
運
動
以

外
の
用
途
も
想
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
く
。
例
え
ば
３
０
２
号

室
は
、
部
屋
の
片
隅
に
ソ
フ
ァ
や

本
棚
が
置
か
れ
て
、
落
ち
着
い
た

ラ
ウ
ン
ジ
の
よ
う
な
雰
囲
気
。
３

０
３
号
室
は
カ
ー
ペ
ッ
ト
や
大
型

テ
レ
ビ
が
置
か
れ

て
、
ま
る
で
キ
ッ

ズ
ス
ペ
ー
ス
の
よ

う
だ
。
２
部
屋
あ

る
ス
タ
ジ
オ
は
防

音
仕
様
な
の
で
、

ダ
ン
ス
や
ヨ
ガ
は

も
ち
ろ
ん
、
音
楽

の
練
習
に
も
使
え

る
。

　

あ
え
て
様
々
な
タ
イ
プ
の
部
屋

を
つ
く
っ
て
貸
し
出
す
こ
と
で
、

用
途
の
幅
と
そ
の
需
要
が
ど
の
程

度
あ
る
か
を
見
極
め
る
狙
い
が
あ

る
。
そ
の
上
で
「
立
地
や
内
容
を

変
え
た
２
号
店
、
３
号
店
を
展
開

し
て
い
き
た
い
」
（
吉
田
氏
）
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
だ
け
で
な

く
、
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン
、
ア
ト
リ

エ
、
シ
ア
タ
ー
ル
ー
ム
、
サ
ウ
ナ

な
ど
様
々
な
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
と
い
う
。

　

東
急
と
し
て
は
、
雪
が
谷
大
塚

駅
ビ
ル
の
よ
う
に
借
り
手
が
付
き

に
く
い
「
訳
あ
り
物
件
」
の
活
用

策
と
し
て
期
待
す
る
。
２
０
１
８

年
の
入
社
以
来
、
沿
線
商
業
施
設

の
運
営
・
開
発
に
関
わ
っ
て
き
た

吉
田
氏
に
は
、
あ
る
課
題
意
識
が

あ
っ
た
。
「
大
規
模
開
発
な
ど
で

数
年
後
に
取
り
壊
し
が
決
ま
っ
て

い
る
ビ
ル
は
ど
う
し
て
も
空
い
て

し
ま
う
。
飲
食
店
な
ど
は
、
あ
る

程
度
の
期
間
が
な
い
と
改
装
費
用

を
回
収
で
き
な
い
か
ら
だ
」
（
吉

田
氏
）

　

住
宅
も
同
じ
。
駅
か
ら
遠
か
っ

た
り
、
日
当
た
り
が
悪
か
っ
た
り

す
る
と
人
気
は
ど
う
し
て
も
落
ち

る
。
た
だ
、
趣
味
の
た
め
に
週
１

～
２
回
通
う
程
度
な
ら
、
ア
ク
セ

ス
の
悪
さ
は
許
容
で
き
る
だ
ろ

う
。
日
当
た
り
が
悪
く
て
も
、
シ

ア
タ
ー
ル
ー
ム
な
ら
何
の
問
題
も

な
い
。

　

東
急
の
社
内
起
業
家
育
成
制
度

は
、
半
年
ご
と
に
成
果
が
チ
ェ
ッ

ク
さ
れ
、
継
続
す
る
か
終
了
す
る

か
判
断
さ
れ
る
仕
組
み
だ
。
ま
ず

は
テ
ス
ト
オ
ー
プ
ン
で
一
定
の
利

用
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
最

近
の
住
宅
価
格
や
賃
料
の
高
騰
は

追
い
風
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
２
０
２
３
年
５
月
17
日
／
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
）

ど
ら
焼
き 

運
動
の
お
供
に

長
野
の
津
具
屋
製
菓

　

皮
に
カ
ロ
リ
ー
焼
き
印

一
口
サ
イ
ズ
で
糖
質
補
給

　

和
菓
子
メ
ー
カ
ー
の
津
具
屋
製

菓
（
長
野
県
高
森
町
）
は
ア
ス
リ

個室シェアサービスを提案した東急の吉田一貴氏

分かりやすさを優先して「個室フィットネス」を前面に押
し出す

様々なタイプの部屋をつくってニーズを見極める
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ー
ト
の
糖
質
補
給
向
け
に
開
発
し

た
一
口
サ
イ
ズ
の
ど
ら
焼
き
を
、

19
日
に
発
売
す
る
。
皮
の
表
面
に

カ
ロ
リ
ー
や
た
ん
ぱ
く
質
な
ど
の

量
を
焼
き
印
し
、
摂
取
分
な
ど
を

一
目
で
把
握
で
き
る
よ
う
に
し

た
。
若
年
層
の
和
菓
子
離
れ
を
受

け
、
運
動
時
の
補
給
食
な
ど
新
た

な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
開
拓
す
る
。

　

あ
ん
に
は
甘
夏
の
果
肉
を
入

れ
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
味
わ
い
に

し
た
。
大
き
さ
は
直
径
約
６
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
で
、
１
袋
に
個
包
装

の
ど
ら
焼
き
が
６
個
入
っ
て
い

る
。
価
格
は
1
袋
５
４
０
円
。
ま

ず
は
自
社
の
通
販
サ
イ
ト
で
販
売

し
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
や
ス
ポ

ー
ツ
用
品
店
で
の
取
り
扱
い
も
目

指
す
。

（
２
０
２
３
年
５
月
17
日
／
日
経
）

部
活
、
先
生
は
教
え
な
い
!?

オ
ン
ラ
イ
ン
・

外
部
講
師
活
用

負
担
軽
減
へ
学
校
外
に

　

教
員
の
負
担
軽
減
を
目
指
し
た

部
活
動
の
地
域
移
行
に
伴
い
、
学

校
現
場
が
新
た
な
部
活
動
の
形
を

模
索
し
て
い
る
。
国
は
２
０
２
３

年
度
か
ら
３
年
間
を
「
改
革
推
進

期
間
」
と
位
置
づ
け
る
。
受
け
皿

と
な
る
外
部
指
導
者
の
不
足
や
保

護
者
の
負
担
増
な
ど
の
課
題
解
決

へ
、
各
地
で
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用

や
外
部
指
導
者
の
指
導
日
を
自
由

参
加
に
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
が

進
む
。
外
部
指
導
者
に
よ
る
体
罰

や
行
き
す
ぎ
た
指
導
を
ど
う
防
ぐ

か
も
課
題
だ
。

「
お
な
か
の
力
を
最
後
ま
で
入
れ

て
打
つ
と
、
体
が
ぶ
れ
ず
に
球
も

浮
か
な
く
な
る
」
。
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
で
世
界
選
手
権
を
制
し
た
こ
と

も
あ
り
、
２
０
２
１
年
東
京
五
輪

の
代
表
と
し
て
も
プ
レ
ー
し
た
桃

田
賢
斗
選
手
が
画
面
越
し
に
ア
ド

バ
イ
ス
を
送
る
。

　

昨
年
11
月
、
N
T
T
東
日
本
な

ど
が
行
っ
た
ア
ス
リ
ー
ト
が
部
活

動
を
遠
隔
指
導
す
る
実
証
実
験
の

一
幕
だ
。
第
一
人
者
か
ら
指
導
を

受
け
た
北
海
道
の
中
学
生
は
「
今

回
の
貴
重
な
経
験
を
今
後
の
練
習

や
大
会
で
生
か
し
た
い
」
と
声
を

弾
ま
せ
た
。

　

部
活
動
の
地
域
移
行
は
こ
れ
ま

で
教
員
が
担
っ
て
き
た
公
立
中
学

校
の
土
日
の
部
活
動
を
、
地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
指
導
者
ら
学
校
外

に
委
ね
る
改
革
だ
。
課
題
で
あ
る

担
い
手
不
足
を
解
消
す
る
手
段
の
一

つ
が
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
だ
ろ
う
。

遠
隔
指
導
な
ら
地
元
に
住
ん
で
い

な
い
人
で
も
コ
ー
チ
に
な
れ
る
。

　

た
だ
、
昨
年
に
桃
田
選
手
か
ら

指
導
を
受
け
た
北
海
道
の
中
学
校

の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
顧
問
だ
っ
た

犬
塚
颯
教
諭
に
よ
れ
ば
、
オ
ン
ラ

イ
ン
指
導
に
は
通
信
環
境
を
整
え

た
う
え
で
、
高
画
質
の
カ
メ
ラ
な

ど
の
機
器
導
入
も
欠
か
せ
ず
、
「
お

金
が
か
か
る
」
と
指
摘
す
る
。
「
競

技
に
お
け
る
体
の
細
か
な
動
き
や

感
覚
を
伝
え
る
こ
と
が
難
し
い
」

（
犬
塚
教
諭
）
の
も
ネ
ッ
ク
だ
。

　

リ
ア
ル
の
指
導
で
も
費
用
の
問

題
は
避
け
て
通
れ
な
い
。
茨
城
県

つ
く
ば
市
の
谷
田
部
東
中
学
校
で

は
地
域
移
行
の
受
け
皿
団
体
と
し

て
「
D
C
A
A
（
洞
峰
地
区
文
化

ス
ポ
ー
ツ
推
進
協
会
）
」
を
設
立

し
た
。
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

な
ど
に
指
導
を
委
託
し
て
い
る
。

　

同
中
学
校
で
は
卓
球
部
な
ど
11

の
部
活
が
D
C
A
A
に
委
託
。
週

の
部
活
動
の
日
数
を
1
日
減
ら

し
、
そ
の
日
に
希
望
者
が
D
C
A

A
の
活
動
に
参
加
す
る
仕
組
み
。

参
加
者
か
ら
は
部
費
と
は
別
に
月

額
１
５
０
０
円
を
徴
収
す
る
。
保

護
者
か
ら
み
れ
ば
負
担
増
だ
が
、

永
井
英
夫
校
長
は
「
う
ち
は
生
徒

数
が
市
内
最
大
規
模
な
の
で
、
こ

の
額
で
抑
え
ら
れ
て
い
る
。
小
規

模
な
学
校
だ
と
負
担
額
は
も
っ
と

増
え
る
」
と
話
す
。

　

同
校
の
よ
う
に
外
部
指
導
者
の

指
導
日
を
自
由
参
加
に
す
れ
ば
、

全
部
員
へ
の
一
律
の
負
担
増
を
避

け
ら
れ
る
。
D
C
A
A
の
よ
う
な

受
け
皿
団
体
を
1
校
単
独
で
は
な

く
、
地
域
の
複
数
校
が
合
同
で
つ

く
れ
ば
保
護
者
負
担
を
抑
え
る
一

助
に
な
り
そ
う
だ
。

　

卓
球
部
は
地
元
の
「
つ
く
ば
明

光
卓
球
ク
ラ
ブ
」
の
増
崎
雄
一
郎

コ
ー
チ
が
週
1
回
指
導
す
る
。
中

学
か
ら
卓
球
を
始
め
た
女
子
生
徒

は
友
人
が
D
C
A
A
に
参
加
し
て

上
達
し
て
い
る
と
感
じ
、
活
動
に

参
加
。
そ
れ
ま
で
は
プ
レ
ー
の
際

に
姿
勢
が
高
く
な
り
が
ち
だ
っ
た

が
、
「
コ
ー
チ
が
（
姿
勢
が
高
い

と
）
そ
の
都
度
言
っ
て
く
れ
た
の

で
改
善
し
た
」
と
話
す
。

　

埼
玉
県
白
岡
市
で
は
21
年
度
か

ら
部
活
動
の
地
域
移
行
を
開
始
し

た
。
土
日
の
活
動
の
民
間
委
託
を
希

望
し
た
部
に
対
し
、
部
活
動
の
地
域

移
行
を
支
援
す
る
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

タ
バ
ン
ク
（
東
京
・
中
央
）
が
登
録

す
る
外
部
指
導
者
を
紹
介
し
た
。

　

菁
莪
中
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
で
は
22
年
度
、
大
学
ま

で
バ
ス
ケ
部
で
プ
レ
ー
し
た
会
社

員
の
安
達
健
さ
ん
が
指
導
に
あ
た

っ
た
。
部
員
の
下
山
大
河
さ
ん
は

「
（
安
達
さ
ん
に
は
）
な
ん
で
も

相
談
で
き
る
」
と
語
り
、
学
年
間

で
活
動
に
対
す
る
温
度
差
が
生
じ

て
部
内
が
ぎ
く
し
ゃ
く
し
た
時
も

安
達
さ
ん
を
通
じ
て
解
決
を
図
っ

た
と
い
う
。

　

外
部
指
導
者
が
部
員
と
良
好
な

関
係
を
築
け
る
な
ら
問
題
な
い

が
、
体
罰
や
行
き
す
ぎ
た
指
導
を

ど
う
防
ぐ
か
も
課
題
だ
。
安
達
さ

ん
は
「
外
部
指
導
者
は
や
り
た
い

人
が
や
る
か
ら
一
定
の
熱
量
を
持
っ

て
お
り
、
行
き
す
ぎ
た
指
導
に
な

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
同
じ
時
間
帯
に
同
じ
空
間
で

複
数
の
部
活
動
を
実
施
す
る
な

ど
、
周
囲
の
目
が
あ
る
状
況
を
つ

く
る
こ
と
が
必
要
で
は
」
と
話
す
。

（
２
０
２
３
年
５
月
６
日
／
日
経
）

N
O
！ 

ス
ポ
ハ
ラ

 「
適
切
な
指
導
」
の

意
識
を
共
有
し
た
い

　

日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会（
J
S
P
O
）

な
ど
の
国
内
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
ス

ポ
ー
ツ
の
現
場
で
の
暴
力
、
暴
言
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等
の
不
適
切
行
為
の
根
絶
を
目
指

し
て
新
た
に
「
N
O
！
ス
ポ
ハ
ラ

（
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）
」

活
動
を
開
始
す
る
と
発
表
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
中
学
、
高
校
、
大
学
ス
ポ
ー

ツ
が
一
丸
と
な
っ
て
啓
発
強
化
に

取
り
組
む
。

　

２
０
１
３
年
４
月
、
J
S
P
O

な
ど
は
「
暴
力
行
為
根
絶
宣
言
」

を
採
択
し
た
。
当
時
、
大
阪
の
高

校
の
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

員
が
顧
問
の
体
罰
や
暴
言
を
苦
に

し
て
自
殺
し
た
事
件
や
柔
道
女
子

日
本
代
表
で
の
暴
力
指
導
な
ど
で

ス
ポ
ー
ツ
界
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
体

質
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い

た
。
そ
れ
か
ら
10
年
。
い
ま
だ
に

学
校
の
部
活
動
な
ど
で
の
体
罰
や

暴
言
は
頻
繁
に
明
ら
か
に
な
り
、

根
絶
に
は
ほ
ど
遠
い
。

　

22
年
度
に
暴
力
や
パ
ワ
ハ
ラ
関

連
で
J
S
P
O
に
寄
せ
ら
れ
た
相

談
は
過
去
最
多
の
３
７
３
件
。
と

は
い
え
、
以
前
は
相
談
す
る
窓
口

さ
え
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
訴
え

る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
も
状
況

は
改
善
し
て
い
る
と
い
え
る
。

J
S
P
O
の
森
岡
裕
策
専
務
理
事

は
「
明
ら
か
な
暴
力
は
減
っ
た
。

た
だ
、
相
談
の
全
体
で
は
暴
言
や

陰
湿
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
割
合
が

増
え
て
い
る
」
と
話
す
。

「
N
O
！
ス
ポ
ハ
ラ
」
活
動
の
目

的
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
現
場
で
誰
も

が
嫌
な
思
い
を
味
わ
わ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
だ
。
そ
れ
を
実
現
す

る
に
は
不
適
切
な
行
為
を
や
め
る

よ
う
に
求
め
る
だ
け
で
は
難
し

い
。
新
た
な
活
動
を
発
表
す
る
会

見
で
こ
ん
な
デ
ー
タ
が
あ
っ
た
。

　

J
S
P
O
の
調
査
で
「
競
技
力

が
向
上
す
る
な
ら
指
導
者
・
コ
ー

チ
に
よ
る
不
適
切
な
行
為
は
あ
っ

て
も
よ
い
」
（
A
）
、
「
い
か
な
る

理
由
で
も
指
導
者
・
コ
ー
チ
に
よ

る
不
適
切
な
行
為
は
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
」
（
B
）
と
し
て
、
考
え
方

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
一
般
で
B
を

支
持
す
る
人
が
約
９
割
だ
っ
た
。

　

実
際
に
は
、
一
方
的
に
怒
鳴
っ

た
り
叱
っ
た
り
す
る
指
導
者
は
1

割
程
度
で
は
お
さ
ま
ら
な
い
と
感

じ
る
。
暴
力
は
だ
め
だ
が
そ
の
程

度
な
ら
「
厳
し
い
指
導
」
で
あ
り

許
さ
れ
る
行
為
と
考
え
る
人
は
少

な
く
な
い
。
不
適
切
な
行
為
の
認

識
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
ど
ん
な
言
葉
や
態
度
で

お
び
え
た
り
傷
つ
い
た
り
す
る
か

も
受
け
る
側
に
よ
っ
て
違
う
。

　

怒
る
の
で
は
な
く
叱
っ
て
い
る

の
だ
か
ら
と
考
え
る
人
も
い
る
だ

ろ
う
。
だ
が
、
プ
ロ
の
選
手
な
ら

と
も
か
く
、
子
ど
も
や
学
生
の
ス

ポ
ー
ツ
は
叱
ら
れ
な
が
ら
や
る
も

の
で
は
な
い
。

　

現
場
の
指
導
者
に
そ
ん
な
指
摘

を
し
た
ら
「
そ
れ
で
は
教
え
る
こ

と
な
ど
で
き
な
い
」
と
い
う
反
論

が
か
え
っ
て
き
そ
う
だ
。
そ
れ
で

は
ス
ポ
ハ
ラ
の
根
絶
は
い
つ
ま
で

た
っ
て
も
夢
物
語
。
「
楽
し
く
な

け
れ
ば
ス
ポ
ー
ツ
じ
ゃ
な
い
」
く

ら
い
の
意
識
を
ス
ポ
ー
ツ
界
は
み

ん
な
で
共
有
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
２
０
２
３
年
５
月
３
日
／
日
経
） 

ス
ケ
ー
ト
場
存
続 

支
援
の
輪

地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
に
90
社
、

競
技
者
需
要
に
照
準

　

西
部
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
が
福
岡
市

で
運
営
し
て
い
る
ス
ケ
ー
ト
場
が

老
朽
化
に
伴
う
改
修
を
終
え
、
営

業
を
再
開
し
て
か
ら
1
カ
月
が
過

ぎ
た
。
地
元
企
業
に
広
告
料
を
募

る
「
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
」
制
度
を

新
設
し
た
ほ
か
、
安
定
利
用
が
見

込
め
る
競
技
者
向
け
の
利
用
時
間

を
拡
大
。
以
前
と
同
じ
入
場
客
数

を
維
持
し
て
い
る
う
え
、
応
募
企

業
数
も
予
想
以
上
で
、
全
国
的
に

も
運
営
が
厳
し
い
と
さ
れ
る
ス
ケ

ー
ト
場
の
存
続
へ
手
応
え
を
感
じ

て
い
る
。

　

営
業
を
再
開
し
た
の
は
、
「
オ

ー
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ

福
岡
」
（
旧
パ
ピ
オ
ア
イ
ス
ア
リ

ー
ナ
、
福
岡
市
）
。
室
温
10
度
ほ

ど
と
肌
寒
い
リ
ン
ク
で
は
、
ス
ピ

ン
や
ジ
ャ
ン
プ
の
練
習
を
す
る
子

ど
も
か
ら
ホ
ッ
ケ
ー
部
の
大
学
生

な
ど
が
慣
れ
た
様
子
で
氷
上
を
滑

走
し
て
い
る
。

　

リ
ン
ク
の
フ
ェ
ン
ス
や
観
客
席

の
壁
面
に
目
を
移
す
と
、
地
元
企

業
の
ロ
ゴ
が
所
狭
し
と
並
ん
で
い

る
こ
と
に
気
付
く
。
営
業
再
開
に

当
た
っ
て
地
元
企
業
向
け
に
新
た

に
導
入
し
た
「
地
域
サ
ポ
ー
タ

ー
」
だ
。

　

地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
に
申
し
込
む

と
、
リ
ン
ク
フ
ェ
ン
ス
や
壁
に
自

社
の
ロ
ゴ
を
掲
示
で
き
る
ほ
か
、

ス
ケ
ー
ト
場
入
り
口
に
自
社
名
が

入
っ
た
銘
板
を
設
置
で
き
る
。
ス

ケ
ー
ト
場
の
利
用
券
が
提
供
さ
れ

る
特
典
も
あ
る
。

　

す
で
に
九
州
電
力
や
J
R
九
州

な
ど
福
岡
に
本
社
を
置
く
企
業
90

社
ほ
ど
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
九
州

電
力
の
担
当
者
は
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
た
次
世
代
育
成
や
地
域
活
性
化
に

貢
献
で
き
る
と
考
え
た
」
と
話
す
。

　

同
ス
ケ
ー
ト
場
の
担
当
者
は
「
利

用
客
数
は
改
修
工
事
の
た
め
に
休

館
す
る
前
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い

が
、
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
の
申
込
数
は

想
定
以
上
」
と
手
応
え
を
語
る
。

　

同
制
度
に
よ
る
広
告
料
は
２
０

２
３
年
度
に
計
画
し
て
い
る
収
入

の
３
割
弱
に
相
当
す
る
。
さ
ら
に

入
場
料
金
も
２
割
程
度
引
き
上
げ

て
大
人
料
金
は
２
０
０
０
円
に
改

定
し
た
。

　

西
部
ガ
ス
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
H
D
）
に
よ
る
と
、
４
月
16
日

時
点
で
の
累
計
利
用
者
数
は
一
般

利
用
が
３
０
０
０
人
、
競
技
利
用

が
１
８
０
０
人
と
休
館
前
の
21
年

４
月
と
同
程
度
の
水
準
で
推
移
し

て
い
る
。
今
年
４
月
の
売
り
上
げ

は
当
初
の
計
画
通
り
と
い
う
。

　

同
ス
ケ
ー
ト
場
改
修
前
の
年
間

の
維
持
費
は
約
1
億
円
。
入
場
者

数
は
年
間
16
万
人
程
度
で
、
収
入

も
約
1
億
円
と
収
支
が
均
衡
し
、

利
益
が
ほ
と
ん
ど
出
な
か
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
09
年
に
地
元
企
業

11
社
と
福
岡
市
が
設
立
し
た
第
三

セ
ク
タ
ー
か
ら
事
業
を
継
承
し
た

際
の
累
積
赤
字
20
億
円
の
削
減
は

全
く
進
ん
で
い
な
い
。
一
方
で
老
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朽
化
に
よ
る
改
修
費
用
は
約
５
億

円
に
上
り
、
西
部
ガ
ス
H
D
は
閉

鎖
も
一
時
検
討
し
て
い
た
。
こ
れ

に
対
し
、
福
岡
県
ス
ケ
ー
ト
連
盟

な
ど
は
存
続
を
要
望
。
５
万
５
０

０
０
人
分
の
署
名
を
集
め
た
ほ

か
、
福
岡
県
と
市
も
公
益
性
が
高

い
と
判
断
し
、
改
修
費
用
の
半
額

程
度
の
補
助
を
決
め
た
こ
と
で
、

西
部
ガ
ス
H
D
が
存
続
を
決
断
し

た
経
緯
が
あ
る
。

　

営
業
再
開
後
は
1
年
を
通
じ
て

安
定
し
た
利
用
が
見
込
め
る
競
技

者
向
け
の
需
要
に
着
目
。
貸
し
切

り
に
よ
り
受
付
な
ど
の
人
数
も
少

な
く
て
済
み
、
人
件
費
を
約
３
割

削
減
で
き
る
こ
と
か
ら
、
一
般
客

向
け
の
営
業
時
間
を
休
館
前
に
比

べ
て
半
減
さ
せ
た
一
方
で
、
競
技

者
向
け
の
貸
し
切
り
時
間
を
午
後

５
時
か
ら
翌
日
正
午
ま
で
と
大
幅

に
拡
大
し
た
。

　

レ
ジ
ャ
ー
が
多
様
化
し
た
現
代

で
は
、
一
般
客
の
来
場
頼
み
で
ス

ケ
ー
ト
場
を
運
営
し
て
い
く
の
は

厳
し
い
。
西
部
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
の

担
当
者
は
「
ス
ケ
ー
ト
場
に
対
す

る
地
元
の
理
解
を
深
め
、
地
域
サ

ポ
ー
タ
ー
を
維
持
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
」
と
話
し
て
い
る
。

（
２
０
２
３
年
５
月
３
日
／
日
経
） 

健
康
経
営
広
が
る
ヤ
マ
ハ
、

禁
煙
・
心
の
ケ
ア
重
視

従
業
員
喫
煙
率
11
％
に
低
下

　

東
海
4
県
の
企
業
で
社
員
の
健

康
増
進
を
経
営
課
題
に
据
え
る

「
健
康
経
営
」
へ
の
意
識
が
広
が

っ
て
い
る
。
愛
知
県
の
設
計
会
社

は
健
康
に
配
慮
し
た
軽
食
の
提
供

な
ど
で
生
活
習
慣
病
の
防
止
に
努

め
、
ヤ
マ
ハ
で
は
独
自
の
「
健
康

宣
言
」
を
発
表
し
喫
煙
の
抑
制
な

ど
を
進
め
る
。
自
治
体
も
独
自
の

認
定
制
度
を
通
じ
て
企
業
の
取
り

組
み
を
後
押
し
し
て
い
る
。

　

経
済
産
業
省
は
健
康
経
営
に
取

り
組
む
企
業
を
「
健
康
経
営
優
良

法
人
」
と
し
て
認
定
す
る
制
度
を

設
け
て
い
る
。
２
０
２
３
年
の
中

小
企
業
1
万
社
あ
た
り
の
認
定
数

は
愛
知
県
が
全
国
２
位
、
三
重
県

が
10
位
と
東
海
地
方
は
全
国
的
に

も
高
い
水
準
だ
。

　

設
計
会
社
の
玉
井
設
計
（
愛
知

県
安
城
市
）
は
オ
フ
ィ
ス
仕
事
の

多
い
設
計
職
な
ど
に
配
慮
し
、
３

年
ほ
ど
前
か
ら
カ
ロ
リ
ー
や
栄
養

面
に
配
慮
し
た
軽
食
や
ハ
ー
ブ
テ

ィ
ー
を
社
内
に
置
い
て
社
員
に
無

償
で
提
供
し
て
い
る
。
ス
ナ
ッ
ク

菓
子
や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
に
よ
る
高

カ
ロ
リ
ー
の
間
食
を
防
ぎ
つ
つ
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
と
い
っ
た
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
機
器
も
設
け
、
仕
事
の
合

間
の
運
動
不
足
解
消
を
促
す
。

「
設
計
職
は
健
康
を
崩
し
や
す
い

側
面
が
あ
る
。
栄
養
が
偏
っ
た
り

生
活
習
慣
病
に
か
か
っ
た
り
し
な

い
よ
う
フ
ォ
ロ
ー
し
た
い
」
と
玉

井
秀
一
社
長
。
健
康
経
営
優
良
法

人
に
は
4
年
連
続
で
認
定
さ
れ
、

「
離
職
者
が
か
な
り
減
っ
た
」
と

企
業
価
値
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
手
応
え
を
語
る
。

　

愛
知
県
も
独
自
の
認
定
制
度
を

設
け
、
健
康
経
営
を
後
押
し
し
て

い
る
。
22
年
度
か
ら
は
認
定
を
受

け
る
と
県
事
業
の
入
札
で
の
優
遇

措
置
も
開
始
。
制
度
を
紹
介
す
る

サ
イ
ト
の
ア
ク
セ
ス
数
は
22
年
度

に
月
平
均
約
６
５
０
０
件
と
21
年

度
か
ら
7
割
伸
び
た
。

　

三
重
県
も
健
康
経
営
に
取
り
組

む
事
業
者
を
認
定
す
る
「
三
重
と

こ
わ
か
健
康
経
営
カ
ン
パ
ニ
ー

（
ホ
ワ
イ
ト
み
え
）
」
を
20
年
1

月
に
創
設
し
た
。
健
康
を
管
理
す

る
担
当
者
の
配
置
や
定
期
健
診
の

実
施
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
し

た
事
業
所
を
顕
彰
し
、
1
年
間
認

定
す
る
。
22
年
度
は
２
３
６
企
業

を
認
定
し
た
。

　

認
定
企
業
の
一
つ
で
保
冷
剤
・

作
業
用
手
袋
を
生
産
し
て
い
る
三

重
化
学
工
業
（
三
重
県
松
阪
市
）

は
、
21
年
に
健
康
経
営
優
良
法
人

の
認
定
も
受
け
た
。
山
川
大
輔
社

長
は
「
社
内
有
志
で
ス
ポ
ー
ツ
活

動
に
力
を
入
れ
て
き
た
こ
と
も
評

価
さ
れ
た
」
と
話
す
。

　

健
康
経
営
の
認
定
を
機
に
、
事

業
面
で
も
健
康
分
野
に
進
出
し

た
。
女
性
の
心
身
の
悩
み
を
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
で
解
決
す
る
「
フ
ェ
ム

テ
ッ
ク
」
商
品
の
ブ
ラ
ン
ド

「Lulle

（
ラ
ル
ル
）
」
を
立
ち
上

げ
、
産
前
産
後
や
更
年
期
に
女
性

の
体
を
温
め
た
り
冷
や
し
た
り
す

る
商
品
を
開
発
。
社
内
の
ラ
ボ
に

女
性
6
人
を
含
む
開
発
チ
ー
ム
を

設
け
、
1
年
が
か
り
で
生
み
出
し

た
。
山
川
社
長
は
「
健
康
経
営
を

す
す
め
る
こ
と
で
、
多
様
な
商
品

を
生
み
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
話
す
。

　

ヤ
マ
ハ
は
生
産
性
や
働
き
が
い

に
健
康
は
欠
か
せ
な
い
と
し
て
18

年
に
「
ヤ
マ
ハ
グ
ル
ー
プ
健
康
宣

言
」
を
発
表
し
た
。
禁
煙
や
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
な
ど
を
重
視

し
、
中
田
卓
也
社
長
が
喫
煙
者
率

の
高
い
工
場
を
訪
れ
、
自
ら
禁
煙

の
大
切
さ
を
訴
え
た
。
22
年
に
は

敷
地
内
を
全
面
禁
煙
と
し
、
従
業

員
の
喫
煙
率
は
１
９
９
８
年
の
36

％
か
ら
22
年
に
は
11
％
へ
減
っ

た
。
心
の
不
調
な
ど
で
休
職
し
た

人
の
復
職
の
割
合
も
13
年
以
降
は

80
％
以
上
を
維
持
し
て
い
る
。

　

建
設
会
社
の
大
雄
（
岐
阜
県
各

務
原
市
）
は
20
年
、
社
内
に
健
康

経
営
委
員
会
を
設
け
、
委
員
に
任

命
さ
れ
た
女
性
社
員
３
人
が
運

動
・
食
事
・
禁
煙
を
主
要
テ
ー
マ

に
改
善
策
を
練
る
。
歩
く
習
慣
を

つ
け
る
た
め
に
始
め
た
の
が
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
を
使
っ
て

５
人
1
組
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
量
を

競
う
「
歩
数
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
だ
。

２
～
４
週
間
程
度
の
期
間
を
設
定

し
、
全
体
の
歩
数
が
最
も
多
か
っ

た
チ
ー
ム
に
賞
品
を
贈
る
イ
ベ
ン

ト
を
年
6
回
実
施
す
る
。

「
昼
休
み
な
ど
を
活
用
し
て
歩
く

人
も
出
て
き
て
、
10
キ
ロ
の
減
量

に
成
功
し
た
社
員
も
い
る
」
（
同

社
）
。
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清

掃
と
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
組
み
合
わ

せ
た
取
り
組
み
も
進
め
る
。
委
員

は
「
健
康
経
営
が
根
付
け
ば
採
用

活
動
な
ど
に
も
効
果
が
出
る
の
で

は
」
と
期
待
す
る
。

（
２
０
２
３
年
５
月
20
日
／
日
経
）


